
吉川美穂　「中殿御会図」の修理報告

図1-1　中殿御会図　修理後

図2　中殿御会図　第一紙　修理後

図1-2　中殿御会図　修理後

図3　中殿御会図　第二紙　修理後



徳
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義
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の
美
術
館
設
立
想
起

一

徳
川
義
親
の
美
術
館
設
立
想
起

香
　
山
　
里
　
絵

は
　
じ
　
め
　
に

一
　
義
親
の
尾
張
徳
川
家
継
承

二
　
明
治
四
十
三
年
の
美
術
展
覧
会

　
　（
1
）「
敬
公
記
念
展
」

　
　（
2
）名
古
屋
開
府
三
百
年
紀
念
大
祭

　
　（
3
）名
古
屋
開
府
三
百
年
紀
念
新
古
美
術
展
覧
会

三
　
展
覧
会
に
続
く
動
き
│
品
位
鑑
査
と
写
真
展
示

　
　（
1
）什
器
整
理
と
品
位
鑑
査

　
　（
2
）東
京
帝
国
文
科
大
学
で
の
写
真
展
示

四
　
大
名
道
具
売
立
と
美
術
館
設
立
運
動

結
　
論

　
　
は
　
じ
　
め
　
に

昭
和
十
年（
一
九
三
五
）十
一
月
十
日
、
徳
川
美
術
館
は
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会

（
現
・
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
）の
一
機
関
と
し
て
開
館
し
た
。
午
前
八
時
か
ら
尾
張

徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
建
中
寺
本
堂
に
お
い
て
奉
告
祭
が
行
わ
れ
、
美
術
館
後
庭
の

一
隅
に
天
幕
を
巡
ら
し
た
式
場
で
午
前
十
時
か
ら
開
館
式
が
行
わ
れ
た
。
開
館
式
の
式

辞
と
し
て
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会
会
長
・
徳
川
義
親（
一
八
八
六
〜
一
九
七
六
）は
以

下
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

由
来
尾
張
徳
川
家
ニ
ハ
藩
祖
義
直
以
来
三
百
余
年
間
伝
来
セ
ル
多
数
ノ
什
宝
美
術

品
ヲ
蔵
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
等
ノ
品
々
ノ
内
ニ
ハ
美
術
工
芸
上
又
歴
史
文

学
上
稀
覯
ノ
モ
ノ
モ
尠
ク
ア
リ
マ
セ
ン
ガ
、
之
ヲ
個
人
ノ
有
ト
シ
テ
永
ク
死
蔵
ス

ル
ハ
社
会
ニ
貢
献
ス
ル
所
以
ガ
ナ
イ
ト
考
ヘ
マ
シ
テ
、
尾
張
徳
川
黎
明
会
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
設
立
シ
、
其
ノ
第
一
事
業
ト
シ
テ
美
術
館
ノ
建
設
ヲ
計
画
シ
、
去
ル
昭
和
七

年
九
月
工
事
ニ
着
手
シ
、
斯
界
数
多
ノ
権
威
者
ノ
尊
イ
研
究
ノ
粋
ヲ
聚
メ
担
当
技

術
者
ノ
熱
烈
努
力
ニ
ヨ
ッ
テ
、
本
日
漸
ク
落
成
開
館
ノ
運
ビ
ニ
ナ
ッ
タ
次
第
デ
ア

リ
マ
ス
。
併
シ
ナ
ガ
ラ
此
ノ
美
術
館
ノ
経
営
ハ
非
常
ナ
大
事
業
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、

決
シ
テ
現
状
ヲ
以
テ
満
足
ス
ベ
キ
デ
ナ
ク
、
更
ニ
高
遠
ナ
ル
理
想
ニ
向
学
邁
進
セ

ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
到
底
私
一
代
ヲ
以
テ
完
璧
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来

吉川美穂　「中殿御会図」の修理報告

図4　中殿御会図　表紙　修理後

図5　中殿御会図　表紙（裏面）　修理中



「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

五
七

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

吉
　
川
　
美
　
穂

は
　
じ
　
め
　
に

一
　「
中
殿
御
会
図
」
の
研
究
史
と
本
巻
の
位
置
づ
け

二
　
本
巻
の
修
理
前
・
修
理
後
の
概
要

三
　
本
巻
の
修
理
前
の
損
傷
状
況

四
　
修
理
の
方
針
と
方
法

五
　
修
理
で
得
ら
れ
た
知
見

お
　
わ
　
り
　
に

　
　
は
　
じ
　
め
　
に

徳
川
美
術
館
は
、「
特
定
公
益
法
人
」
の
認
定
に
基
づ
く
徳
川
美
術
館
拡
充
整
備
基

金（
第
四
回
）に
よ
り
館
蔵
品
の
「
中
殿
御
会
図
」（
以
下
、「
本
巻
」
と
略
称
す
る
）の
修
理

を
行
っ
た
。
本
巻
は
、
鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
た
原
本
を
も
と
に
後
世
に
製
作
さ
れ
た

「
中
殿
御
会
図
」
の
模
本
の
一
つ
で
あ
る
。
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
一
巻
で
、
製
作

は
室
町
時
代
に
遡
る
と
み
ら
れ
、
諸
本
の
中
で
も
代
表
的
な
遺
例
と
し
て
、
ま
た
徳
川

美
術
館
の
中
世
大
和
絵
を
語
る
上
で
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

修
理
前
の
本
巻
は
、
軸
首
が
と
れ
、
扱
い
に
困
難
を
き
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
紙

に
多
数
の
折
れ
・
皺
が
生
じ
て
い
た
。
萌
黄
地
に
胴
体
を
丸
く
く
ね
ら
せ
た
五
爪
の
龍

を
大
き
く
あ
ら
わ
し
た
表
紙
裂
は
中
国
・
明
時
代（
十
五
〜
十
六
世
紀
）の
繻
珍
と
思
わ

れ
、
本
巻
の
見
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
浮
き
・
破
れ
等
の
損
傷
が
著
し

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
過
去
の
修
理
時
に
施
さ
れ
た
補
修
紙
が
違
和
感
を
生
み
、
裏
打
ち

紙
に
施
さ
れ
た
銀
砂
子
が
本
紙
表
面
に
黒
い
汚
れ
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど
、
視
覚
的
に
も

作
品
の
価
値
を
損
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
本
巻
の
鑑
賞
や
安
全
な
取
扱
い
の
妨
げ
と
な
る
損
傷
を
軽
減
し
、
ま
た
劣

化
の
進
行
を
と
ど
め
る
べ
く
、
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日
よ
り
翌
二
十
四
年
四
月

二
十
五
日
ま
で
修
理
施
工
を
行
っ
た
。
施
工
に
あ
た
っ
た
有
限
会
社
墨
仙
堂
・
代
表  

関
地
久
治
氏
に
よ
る
詳
細
な
修
理
報
告
書
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
以
下
に
報
告
し
た

い
。

（
1
）

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
六

○
二
之
膳

か
ま
ほ
こ
　
　
唐
墨
　
　
鳥

　
　
に
し

つ
く
ミ
　
　
あ
ふ
ひ
　
　
塩
鯛

○
三
之
膳

こ
つ
し
　
　
か
け
い
り

　
　
桶

羽
盛
　
　
　
　
　
筒
切

○
菓
子

す
ん
き
ん
か
ん
　
　
あ
ま
の
り
　
　
つ
り
か
き

く
り
　
　
ほ
う
ら
い
　
　
山
の
い
も

き
ん
か
ん
　
　
ひ
め
く
る
ミ
　
　
か
や

　
　
　
已
上

右
之
條
々
無
望
人
ニ
不
可
伝 

仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
岡
伊
豫
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
國

寛
文
三
癸
卯
年
　
　
　
　
朝
岡
弥
五
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
豊

　
　
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
青
山
弥
次
兵
衛
殿



「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

五
九

て
い
る（
挿
図
1
）こ
と
か
ら
、
絵
も
模
本
の
系
統
が
二
流
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
中
殿
御
会
図
」
の
伝
存
諸
本
を
詳
細
に
調
査
研
究
さ
れ
た
佐
多
芳
彦
氏

か
ら
、
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
佐
多
氏
に
よ
れ
ば
、
北
村
本
の
系
統
で
は
、

殿
上
間
の
台
盤
を
挟
ん
で
忠
信
・
実
氏
・
定
家
が
着
座
す
る
。
一
方
、
本
巻
と
群
書
類

従
本
の
系
統
で
は
台
盤
は
描
か
れ
ず
、
殿
上
間
南
側
の
長
押
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
御
簾

が
掛
け
ら
れ
て
い
る（
挿
図
2
）。
こ
れ
ら
の
絵
の
異
同
は
、
宮
氏
の
転
写
系
統
の
分
類

と
一
致
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
諸
先
学
の
研
究
か
ら
、
本
巻
は
北
村
本
・
出
光
本
と
は

転
写
系
統
を
異
に
す
る
古
模
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

藤
原
信
実
に
よ
る
原
本
は
、
北
村
本
を
は
じ
め
原
本
を
忠
実
に
模
写
し
た
と
み
ら
れ

る
各
種
の
模
本
か
ら
、
モ
デ
ル
で
あ
る
貴
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
や
姿
の
個
性
を
捉
え

て
、
そ
の
姿
に
で
き
る
だ
け
似
せ
よ
う
と
し
て
写
実
的
に
描
か
れ
た
「
似
絵
」
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
本
巻
は
絵
の
人
物
の
顔
貌
表
現
に
似
絵
的
表
現
と
は
異
な
る
稚

味
を
お
び
た
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
お
よ
び
詠
歌
者
名
を
記
し
た
詞
書

（
7
）

挿図1

挿図2　台盤の代わりに巻き上げられた御簾が
挿図2　描かれる

は
、
箱
や
附
属
文
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
条
為
氏（
一
二
二
二
〜
八
六
）と
伝
え
ら

れ
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
諸
作
に
近
い
書
風
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
底
本

を
臨
摸
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
本
巻
の
模
写
年
代
と
し
て
は
、
室
町
時
代
が
想
定
さ

れ
る
。

　
　
二
　
本
巻
の
修
理
前
・
修
理
後
の
概
要

本
巻
の
修
理
前
・
修
理
後（
図
1
〜
3
）の
装
丁
の
概
況
を
次
に
述
べ
る
。

（
修
理
前
）

装
丁
形
式
　
巻
子
装

寸

法
　
縦
三
二
・
六
糎
　
長
三
三
二
・
一
糎

　
　
　
　
　
　
各
紙
の
長
さ
は
左
記
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
紙
　
五
二
・
四
糎
　
第
二
紙
　
五
四
・
四
糎

　
　
　
　
　
　
　
第
三
紙
　
五
二
・
七
糎
　
第
四
紙
　
五
二
・
六
糎

　
　
　
　
　
　
　
第
五
紙
　
五
二
・
七
糎

表

紙

裂
　
萌
黄
地
瓔
珞
に
円
龍
文
繻
珍

題

箋
　
金
銀
砂
子
撒
紙
に
「
中
殿
御
會
和
謌
　
建
保
六
八
月
／
順
徳
院
御

在
位
」
の
墨
書
が
あ
る
。

見

返

し
　
金
地
金
銀
野
毛
撒
紙

軸

付

紙
　
金
砂
子
撒
紙

裏
打
ち
紙
　
四
〜
五
層（
第
一
〜
三
紙
は
五
層
、
第
四
・
五
紙
は
四
層
）

　
　
　
　
　
　
薄
肌
裏
紙
　
雁
皮
紙（
第
一
〜
三
紙
の
み
）

　
　
　
　
　
　
肌
裏
紙
　
楮
紙

（
8
）

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

五
八

　
　
一
　「
中
殿
御
会
図
」
の
研
究
史
と
本
巻
の
位
置
づ
け

建
保
六
年（
一
二
一
八
）八
月
十
三
日
の
夜
、
中

ち
ゅ
う

殿で
ん

す
な
わ
ち
宮
中
の
清
凉
殿
で
、
順

徳
天
皇
が
右
大
臣
九
条
道
家
は
じ
め
公
卿
・
殿
上
人
三
十
一
名
を
召
し
、
和
歌
管
絃
の

宴
を
催
し
た
。
中
殿
御
会
は
、
天
皇
の
即
位
以
後
初
め
て
開
催
す
る
御
遊（
管
絃
）を
伴

う
晴
れ（
公
式
）の
和
歌
あ
る
い
は
漢
詩
の
宴
を
い
う
。
順
徳
天
皇
に
よ
る
建
保
の
御
会

は
、
堀
河
天
皇
の
長
治
二
年（
一
一
〇
五
）以
来
途
絶
し
て
い
た
御
会
を
、
百
十
三
年
ぶ

り
に
復
活
さ
せ
た
晴
れ
の
儀
で
あ
っ
た
。
御
会
で
は
、
八
月
十
三
夜
の
月
に
対
し
一
夜

の
清
遊
を
な
そ
う
と
、
ま
ず
管
絃
の
遊
び
が
行
わ
れ
た
。
音
楽
の
た
し
な
み
の
あ
る
貴

族
が
楽
を
奏
し
、
そ
の
後
「
池

い
け
の
つ
き
ひ
さ
し
く
あ
か
る
し

月
久
明
」
の
歌
題
で
和
歌
が
披
講
さ
れ
た
。

こ
の
建
保
六
年
の
中
殿
御
会
を
描
い
た
の
が
「
中
殿
御
会
図
」
で
あ
る
。
原
本
は
早

く
に
失
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
後
世
の
模
本
が
十
数
種
知
ら
れ
て
い
る
。
模
本
の
う
ち
九

条
家
旧
蔵
で
北
村
美
術
館
所
蔵
の
「
中
殿
御
会
図
」（
以
下
、「
北
村
本
」
と
略
称
す
る
）は
、

当
日
の
行
事
内
容
を
詳
し
く
記
し
た
漢
文
体
の
「
御
会
記
」
の
詞
書
と
、
琵
琶
を
擁
す

る
順
徳
天
皇
と
参
会
者
を
清
凉
殿
に
配
し
た
管
絃
の
場
面
を
描
い
た
絵
、
九
条
道
家
の

中
殿
御
会
を
賛
美
す
る
漢
文
体
の
序
文
と
参
会
者
の
位
署
と
和
歌
と
い
う
三
部
構
成
か

ら
成
る
。

北
村
本
は
、
宮
次
男
氏
に
よ
っ
て
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
「
天
子
摂
関
御
影
」
と

の
比
較
か
ら
、
そ
の
人
物
描
写
の
肖
似
性
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
、
も
っ
と
も
原
本
に
近

く
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
を
く
だ
ら
な
い
時
期
の
模
本
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
小
松
茂
美
氏
は
、
同
御
会
に
参
会
し
、
原
本
の
詞
書
を
記
し
た
と
『
本
朝
画
史
』

な
ど
に
伝
え
ら
れ
る
当
代
き
っ
て
の
能
筆
・
世
尊
寺
行
能（
一
一
七
九
〜
一
二
五
五
歿
か
）

の
現
存
遺
品
に
見
ら
れ
る
筆
致
の
特
徴
と
北
村
本
の
詞
書
が
一
致
す
る
と
し
て
、
北
村

本
が
建
保
六
年
の
中
殿
御
会
の
開
催
後
、
時
を
隔
て
ず
し
て
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
本
巻
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
諸
本
は
、
北
村
本
に
み
ら
れ
る
「
御
会
記
」
と

絵
と
和
歌
の
三
部
が
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
伝
存
す
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
本

巻
は
、
三
部
構
成
の
う
ち
「
御
会
記
」
を
欠
い
て
い
る
。
五
紙
で
構
成
さ
れ
、
三
紙
に

わ
た
る
前
半
に
は
、
墨
書
に
よ
る
「
中
殿
御
会
図
」
の
内
題
に
始
ま
り
、
中
殿
御
会
の

墨
画
淡
彩
画
に
人
物
の
名
と
漢
数
字
の
朱
書
き
が
添
え
ら
れ
、
次
い
で
和
歌
お
よ
び
詠

歌
者
名
を
一
行
書
き
と
し
た
墨
書
が
続
く
。
後
半
の
二
紙
は
全
紙
に
薄
く
雲
母
を
引
い

た
金
箔
散
ら
し
の
紙
を
継
ぎ
、
陪
席
者
の
姓
名
が
官
位
と
と
も
に
墨
書
で
記
さ
れ
て
い

る（
図
1
│

1
・
2
）。
装
束
等
に
淡
彩
を
施
し
た
諸
本
が
多
い
な
か
で
、
本
巻
の
絵
は
人
物

の
顔
に
わ
ず
か
に
淡
彩
で
肌
色
を
指
す
程
度
に
留
ま
り
、
他
は
墨
一
色
の
い
わ
ゆ
る
白

描
画
で
あ
り
、
同
じ
く
白
描
画
の
北
村
本
と
出
光
美
術
館
蔵
の
「
中
殿
御
会
図
」（
河
本
嘉

久
蔵
氏
旧
蔵
。
以
下
、「
出
光
本
」
と
略
称
す
る
）と
と
も
に
古
作
の
部
類
に
入
る
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
和
歌
の
部
に
お
い
て
は
、
北
村
本
が
和
歌
を
二
行
書
き
に
す
る
の
に
対
し
、

本
巻
で
は
一
行
書
き
で
、
和
歌
の
下
に
詠
み
人
の
名
だ
け
を
書
き
、
位
階
官
名
と
姓
名

を
別
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
村
本
は
図
中
の
公
卿
の
名
が
名
前
の
み
で
墨
書
さ
れ
る

の
に
対
し
、
本
巻
で
は
朱
書
で
名
前
の
下
に
年
齢
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
氏
は
、
和
歌
に
み
ら
れ
る
藤
原
保
季
の
位
署
に
注
目
さ
れ
、
北
村
本
と
出
光
本
で

は
位
署
が
「
正
四
位
下
行
中
宮
亮
臣
藤
原
朝
臣
保
季
　
上
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
本
巻
や
『
晴
御
会
部
類
記
』
引
載
『
無
名
記
』（『
群
書
類
従
』
和
歌
部
所
収
。
以
下
、

「
群
書
類
従
本
」
と
略
称
す
る
）で
は
正
し
く
「
従
三
位
藤
原
朝
臣
保
季
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
転
写
系
列
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
画

中
に
注
記
さ
れ
た
藤
原
雅
経
の
年
齢
が
、
出
光
本
は
「
四
十
八
」
と
書
い
た
の
を
訂
正

し
て
「
四
十
九
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
本
巻
・
群
書
類
従
本
で
は
「
五
十
六
」
と
な
っ

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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五
九

て
い
る（
挿
図
1
）こ
と
か
ら
、
絵
も
模
本
の
系
統
が
二
流
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
中
殿
御
会
図
」
の
伝
存
諸
本
を
詳
細
に
調
査
研
究
さ
れ
た
佐
多
芳
彦
氏

か
ら
、
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
佐
多
氏
に
よ
れ
ば
、
北
村
本
の
系
統
で
は
、

殿
上
間
の
台
盤
を
挟
ん
で
忠
信
・
実
氏
・
定
家
が
着
座
す
る
。
一
方
、
本
巻
と
群
書
類

従
本
の
系
統
で
は
台
盤
は
描
か
れ
ず
、
殿
上
間
南
側
の
長
押
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
御
簾

が
掛
け
ら
れ
て
い
る（
挿
図
2
）。
こ
れ
ら
の
絵
の
異
同
は
、
宮
氏
の
転
写
系
統
の
分
類

と
一
致
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
諸
先
学
の
研
究
か
ら
、
本
巻
は
北
村
本
・
出
光
本
と
は

転
写
系
統
を
異
に
す
る
古
模
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

藤
原
信
実
に
よ
る
原
本
は
、
北
村
本
を
は
じ
め
原
本
を
忠
実
に
模
写
し
た
と
み
ら
れ

る
各
種
の
模
本
か
ら
、
モ
デ
ル
で
あ
る
貴
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
や
姿
の
個
性
を
捉
え

て
、
そ
の
姿
に
で
き
る
だ
け
似
せ
よ
う
と
し
て
写
実
的
に
描
か
れ
た
「
似
絵
」
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
本
巻
は
絵
の
人
物
の
顔
貌
表
現
に
似
絵
的
表
現
と
は
異
な
る
稚

味
を
お
び
た
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
お
よ
び
詠
歌
者
名
を
記
し
た
詞
書

（
7
）

挿図1

挿図2　台盤の代わりに巻き上げられた御簾が
挿図2　描かれる

は
、
箱
や
附
属
文
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
条
為
氏（
一
二
二
二
〜
八
六
）と
伝
え
ら

れ
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
諸
作
に
近
い
書
風
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
底
本

を
臨
摸
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
本
巻
の
模
写
年
代
と
し
て
は
、
室
町
時
代
が
想
定
さ

れ
る
。

　
　
二
　
本
巻
の
修
理
前
・
修
理
後
の
概
要

本
巻
の
修
理
前
・
修
理
後（
図
1
〜
3
）の
装
丁
の
概
況
を
次
に
述
べ
る
。

（
修
理
前
）

装
丁
形
式
　
巻
子
装

寸

法
　
縦
三
二
・
六
糎
　
長
三
三
二
・
一
糎

　
　
　
　
　
　
各
紙
の
長
さ
は
左
記
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
紙
　
五
二
・
四
糎
　
第
二
紙
　
五
四
・
四
糎

　
　
　
　
　
　
　
第
三
紙
　
五
二
・
七
糎
　
第
四
紙
　
五
二
・
六
糎

　
　
　
　
　
　
　
第
五
紙
　
五
二
・
七
糎

表

紙

裂
　
萌
黄
地
瓔
珞
に
円
龍
文
繻
珍

題

箋
　
金
銀
砂
子
撒
紙
に
「
中
殿
御
會
和
謌
　
建
保
六
八
月
／
順
徳
院
御

在
位
」
の
墨
書
が
あ
る
。

見

返

し
　
金
地
金
銀
野
毛
撒
紙

軸

付

紙
　
金
砂
子
撒
紙

裏
打
ち
紙
　
四
〜
五
層（
第
一
〜
三
紙
は
五
層
、
第
四
・
五
紙
は
四
層
）

　
　
　
　
　
　
薄
肌
裏
紙
　
雁
皮
紙（
第
一
〜
三
紙
の
み
）

　
　
　
　
　
　
肌
裏
紙
　
楮
紙

（
8
）

「
中
殿
御
会
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」
の
修
理
報
告

五
八

　
　
一
　「
中
殿
御
会
図
」
の
研
究
史
と
本
巻
の
位
置
づ
け

建
保
六
年（
一
二
一
八
）八
月
十
三
日
の
夜
、
中

ち
ゅ
う

殿で
ん

す
な
わ
ち
宮
中
の
清
凉
殿
で
、
順

徳
天
皇
が
右
大
臣
九
条
道
家
は
じ
め
公
卿
・
殿
上
人
三
十
一
名
を
召
し
、
和
歌
管
絃
の

宴
を
催
し
た
。
中
殿
御
会
は
、
天
皇
の
即
位
以
後
初
め
て
開
催
す
る
御
遊（
管
絃
）を
伴

う
晴
れ（
公
式
）の
和
歌
あ
る
い
は
漢
詩
の
宴
を
い
う
。
順
徳
天
皇
に
よ
る
建
保
の
御
会

は
、
堀
河
天
皇
の
長
治
二
年（
一
一
〇
五
）以
来
途
絶
し
て
い
た
御
会
を
、
百
十
三
年
ぶ

り
に
復
活
さ
せ
た
晴
れ
の
儀
で
あ
っ
た
。
御
会
で
は
、
八
月
十
三
夜
の
月
に
対
し
一
夜

の
清
遊
を
な
そ
う
と
、
ま
ず
管
絃
の
遊
び
が
行
わ
れ
た
。
音
楽
の
た
し
な
み
の
あ
る
貴

族
が
楽
を
奏
し
、
そ
の
後
「
池

い
け
の
つ
き
ひ
さ
し
く
あ
か
る
し

月
久
明
」
の
歌
題
で
和
歌
が
披
講
さ
れ
た
。

こ
の
建
保
六
年
の
中
殿
御
会
を
描
い
た
の
が
「
中
殿
御
会
図
」
で
あ
る
。
原
本
は
早

く
に
失
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
後
世
の
模
本
が
十
数
種
知
ら
れ
て
い
る
。
模
本
の
う
ち
九

条
家
旧
蔵
で
北
村
美
術
館
所
蔵
の
「
中
殿
御
会
図
」（
以
下
、「
北
村
本
」
と
略
称
す
る
）は
、

当
日
の
行
事
内
容
を
詳
し
く
記
し
た
漢
文
体
の
「
御
会
記
」
の
詞
書
と
、
琵
琶
を
擁
す

る
順
徳
天
皇
と
参
会
者
を
清
凉
殿
に
配
し
た
管
絃
の
場
面
を
描
い
た
絵
、
九
条
道
家
の

中
殿
御
会
を
賛
美
す
る
漢
文
体
の
序
文
と
参
会
者
の
位
署
と
和
歌
と
い
う
三
部
構
成
か

ら
成
る
。

北
村
本
は
、
宮
次
男
氏
に
よ
っ
て
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
「
天
子
摂
関
御
影
」
と

の
比
較
か
ら
、
そ
の
人
物
描
写
の
肖
似
性
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
、
も
っ
と
も
原
本
に
近

く
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
を
く
だ
ら
な
い
時
期
の
模
本
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
小
松
茂
美
氏
は
、
同
御
会
に
参
会
し
、
原
本
の
詞
書
を
記
し
た
と
『
本
朝
画
史
』

な
ど
に
伝
え
ら
れ
る
当
代
き
っ
て
の
能
筆
・
世
尊
寺
行
能（
一
一
七
九
〜
一
二
五
五
歿
か
）

の
現
存
遺
品
に
見
ら
れ
る
筆
致
の
特
徴
と
北
村
本
の
詞
書
が
一
致
す
る
と
し
て
、
北
村

本
が
建
保
六
年
の
中
殿
御
会
の
開
催
後
、
時
を
隔
て
ず
し
て
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
本
巻
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
諸
本
は
、
北
村
本
に
み
ら
れ
る
「
御
会
記
」
と

絵
と
和
歌
の
三
部
が
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
伝
存
す
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
本

巻
は
、
三
部
構
成
の
う
ち
「
御
会
記
」
を
欠
い
て
い
る
。
五
紙
で
構
成
さ
れ
、
三
紙
に

わ
た
る
前
半
に
は
、
墨
書
に
よ
る
「
中
殿
御
会
図
」
の
内
題
に
始
ま
り
、
中
殿
御
会
の

墨
画
淡
彩
画
に
人
物
の
名
と
漢
数
字
の
朱
書
き
が
添
え
ら
れ
、
次
い
で
和
歌
お
よ
び
詠

歌
者
名
を
一
行
書
き
と
し
た
墨
書
が
続
く
。
後
半
の
二
紙
は
全
紙
に
薄
く
雲
母
を
引
い

た
金
箔
散
ら
し
の
紙
を
継
ぎ
、
陪
席
者
の
姓
名
が
官
位
と
と
も
に
墨
書
で
記
さ
れ
て
い

る（
図
1
│

1
・
2
）。
装
束
等
に
淡
彩
を
施
し
た
諸
本
が
多
い
な
か
で
、
本
巻
の
絵
は
人
物

の
顔
に
わ
ず
か
に
淡
彩
で
肌
色
を
指
す
程
度
に
留
ま
り
、
他
は
墨
一
色
の
い
わ
ゆ
る
白

描
画
で
あ
り
、
同
じ
く
白
描
画
の
北
村
本
と
出
光
美
術
館
蔵
の
「
中
殿
御
会
図
」（
河
本
嘉

久
蔵
氏
旧
蔵
。
以
下
、「
出
光
本
」
と
略
称
す
る
）と
と
も
に
古
作
の
部
類
に
入
る
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
和
歌
の
部
に
お
い
て
は
、
北
村
本
が
和
歌
を
二
行
書
き
に
す
る
の
に
対
し
、

本
巻
で
は
一
行
書
き
で
、
和
歌
の
下
に
詠
み
人
の
名
だ
け
を
書
き
、
位
階
官
名
と
姓
名

を
別
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
村
本
は
図
中
の
公
卿
の
名
が
名
前
の
み
で
墨
書
さ
れ
る

の
に
対
し
、
本
巻
で
は
朱
書
で
名
前
の
下
に
年
齢
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
氏
は
、
和
歌
に
み
ら
れ
る
藤
原
保
季
の
位
署
に
注
目
さ
れ
、
北
村
本
と
出
光
本
で

は
位
署
が
「
正
四
位
下
行
中
宮
亮
臣
藤
原
朝
臣
保
季
　
上
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
本
巻
や
『
晴
御
会
部
類
記
』
引
載
『
無
名
記
』（『
群
書
類
従
』
和
歌
部
所
収
。
以
下
、

「
群
書
類
従
本
」
と
略
称
す
る
）で
は
正
し
く
「
従
三
位
藤
原
朝
臣
保
季
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
転
写
系
列
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
画

中
に
注
記
さ
れ
た
藤
原
雅
経
の
年
齢
が
、
出
光
本
は
「
四
十
八
」
と
書
い
た
の
を
訂
正

し
て
「
四
十
九
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
本
巻
・
群
書
類
従
本
で
は
「
五
十
六
」
と
な
っ

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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六
一

　
　
中
殿
御
會
圖
畫
巻
物

　
　
池
水
に
　
　
　
哥
数
二
十
七
首

　
　
い
け
水
に

　
二
條
家
大
納
言
為
氏
卿
真
蹟

　
無
疑
者
也

　
　
各
名
書
為
氏
卿
之
朱
書
墨
書
共

　
文
政
十
一
年
　
　
柳
営
　
古
筆
目
利
隠
居

　
　
　
初
夏
上
旬
　
　
　
　
　
了
意（
花
押
、
印
）

②
住
吉
広
定
添
状
　
文
政
十
三
年
六
月
　
一
通

中建
保
年
中
殿
御
會
之
図
一
巻

　
　
　
和
歌
　
二
條
大
納
言
為
氏
卿

　
　
　
繪
　
　
同
　
卿
　
筆

右
源

（
マ
マ
）本

者
藤
原
信
實

朝
臣
之
真
跡
彩
色
於

今
九
條
家
之
御
蔵
也

其
圖
本
書
画
共
為
氏
卿

模
給
筆
跡
可
有
之
候
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
内
記

文
政
十
三
庚

　
　
寅
年
　
　
　
　

廣
定（
墨
円
印
）

　
　
　
　
　
　
六
月

③
畠
山
牛
庵
極
札
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枚

挿図5　旧内箱
挿図5　蓋裏墨書

挿図6　旧外箱　蓋表墨書

旧
収
納
箱
や
書
付
は
、
本
巻
の
伝
来
状
況
を
伝
え
る
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
た

め
、
左
記
に
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

旧
内
箱
蓋
表
　
墨
書
「
中
殿
御
會
圖
畫
并
和
歌
」

　
　
　
蓋
裏
　
墨
書
「
二
條
家
大
納
言
為
氏
卿
／
池
水
に
／
哥
各
二
十
七
首
／
古

筆
／
了
意（
花
押

　「
最
□
」
朱
文
方
印
）」（
挿
図
5
）

旧
外
箱
蓋
表
　
墨
書
「
中
殿
御
會
圖
／
二
條
亜
槐
為
氏
卿
畫 

住
吉
内
記
廣
定
折
紙
／

謌
加
筆
共
同
卿
芳
蹟
古
筆
了
意
折
紙
」（
挿
図
6
）

　
　
　
蓋
裏
　
貼
札
「
天
巻（
朱
字
）／
廿
八
号（「
良
順
」
朱
文
円
印
）」

　
　
　
側
面
　
貼
札
「
中
殿
御
会
図
」「
巻
物
／
第
九
五
號
」

旧
包
布（
二
枚
）　
墨
書
「
二
條
為
氏
卿
筆
／
中
殿
御
會
和
歌
之
圖
繪
画
讃
／
御
巻

物
／
内
箱
附
／
二
枚
之
内
」

こ
れ
に
次
の
折
紙
・
極
札
が
附
属
す
る
。

①
古
筆
了
意
折
紙
　
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）　

　
一
通

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
〇

　
　
　
　
　
　
増
裏
紙
　
竹
紙

　
　
　
　
　
　
中
裏
紙
　
楮
紙

　
　
　
　
　
　
総
裏
紙
　
雁
皮
紙（
金
銀
砂
子
撒
）

軸
　
　
　
　
　
螺
鈿
頭
切
軸

　
黒
漆
地
に
螺
鈿
で
四
花
を
花
芯
と
し
た
菊
花
文
を
中
央
に
あ
し

ら
い
、
周
辺
部
お
よ
び
側
面
に
鋸
歯
文
を
あ
ら
わ
す
。

（
修
理
後
）

装
丁
形
式
　
巻
子
装

寸

法
　
縦
三
二
・
七
糎
　
長
三
六
〇
・
四
糎

表

紙

裂
　
萌
黄
地
瓔
珞
に
円
龍
文
繻
珍（
元
使
い
）（
図
4
・
5
）

見

返

し
　
金
地
金
銀
野
毛
撒
紙（
元
使
い
）

軸

付

紙
　
混
合
紙
〈
江
宣
紙
〉（
新
調
）

裏
打
ち
紙
　
三
層

肌

裏

紙
　
楮
紙
〈
薄
美
濃
紙
〉（
新
調
）

増

裏

紙
　
美
栖
紙（
新
調
）

総

裏

紙
　
混
合
紙
〈
江
宣
紙
〉（
新
調
）

軸
　
　
　
　
　
螺
鈿
頭
切
軸（
元
使
い
）

本
巻
の
収
納
環
境
と
し
て
は
、
修
理
前
は
旧
包
布
二
枚
に
包
ま
れ
、
内
箱
が
桐
印
籠

蓋
造
、
外
箱
は
春
慶
塗
印
籠
蓋
造
の
二
重
の
収
納
箱
に
収
納
さ
れ（
挿
図
3
）、
そ
れ
ぞ

れ
左
記
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
折
紙
や
添
状
と
い
っ
た
附
属
文
書
を
伴
う
。
こ

れ
ら
の
旧
箱
・
附
属
文
書
は
、
修
理
後
、
旧
装
丁
の
う
ち
元
使
い
し
な
か
っ
た
軸
付

紙
・
裏
打
ち
紙
と
と
も
に
別
途
保
存
し
た
。
修
理
後
の
本
巻
は
新
調
し
た
桐
太
巻
添
軸

に
巻
き
、
新
調
の
袱
紗
に
包
ん
で
桐
印
籠
箱
に
収
納
し
た（
挿
図
4
）。

挿図3　旧収納箱　左より外箱：春慶塗印籠蓋造　内箱：桐印籠蓋造挿図4　新調箱：桐印籠蓋造



「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
一

　
　
中
殿
御
會
圖
畫
巻
物

　
　
池
水
に
　
　
　
哥
数
二
十
七
首

　
　
い
け
水
に

　
二
條
家
大
納
言
為
氏
卿
真
蹟

　
無
疑
者
也

　
　
各
名
書
為
氏
卿
之
朱
書
墨
書
共

　
文
政
十
一
年
　
　
柳
営
　
古
筆
目
利
隠
居

　
　
　
初
夏
上
旬
　
　
　
　
　
了
意（
花
押
、
印
）

②
住
吉
広
定
添
状
　
文
政
十
三
年
六
月
　
一
通

中建
保
年
中
殿
御
會
之
図
一
巻

　
　
　
和
歌
　
二
條
大
納
言
為
氏
卿

　
　
　
繪
　
　
同
　
卿
　
筆

右
源

（
マ
マ
）本

者
藤
原
信
實

朝
臣
之
真
跡
彩
色
於

今
九
條
家
之
御
蔵
也

其
圖
本
書
画
共
為
氏
卿

模
給
筆
跡
可
有
之
候
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
内
記

文
政
十
三
庚
　

　
寅
年
　
　
　
　

廣
定（
墨
円
印
）

　
　
　
　
　
　
六
月

③
畠
山
牛
庵
極
札
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枚

挿図5　旧内箱
挿図5　蓋裏墨書

挿図6　旧外箱　蓋表墨書

旧
収
納
箱
や
書
付
は
、
本
巻
の
伝
来
状
況
を
伝
え
る
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
た

め
、
左
記
に
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

旧
内
箱
蓋
表
　
墨
書
「
中
殿
御
會
圖
畫
并
和
歌
」

　
　
　
蓋
裏
　
墨
書
「
二
條
家
大
納
言
為
氏
卿
／
池
水
に
／
哥
各
二
十
七
首
／
古

筆
／
了
意（
花
押

　「
最
□
」
朱
文
方
印
）」（
挿
図
5
）

旧
外
箱
蓋
表
　
墨
書
「
中
殿
御
會
圖
／
二
條
亜
槐
為
氏
卿
畫 

住
吉
内
記
廣
定
折
紙
／

謌
加
筆
共
同
卿
芳
蹟
古
筆
了
意
折
紙
」（
挿
図
6
）

　
　
　
蓋
裏
　
貼
札
「
天
巻（
朱
字
）／
廿
八
号（「
良
順
」
朱
文
円
印
）」

　
　
　
側
面
　
貼
札
「
中
殿
御
会
図
」「
巻
物
／
第
九
五
號
」

旧
包
布（
二
枚
）　
墨
書
「
二
條
為
氏
卿
筆
／
中
殿
御
會
和
歌
之
圖
繪
画
讃
／
御
巻

物
／
内
箱
附
／
二
枚
之
内
」

こ
れ
に
次
の
折
紙
・
極
札
が
附
属
す
る
。

①
古
筆
了
意
折
紙
　
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）　

　
一
通

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
〇

　
　
　
　
　
　
増
裏
紙
　
竹
紙

　
　
　
　
　
　
中
裏
紙
　
楮
紙

　
　
　
　
　
　
総
裏
紙
　
雁
皮
紙（
金
銀
砂
子
撒
）

軸
　
　
　
　
　
螺
鈿
頭
切
軸

　
黒
漆
地
に
螺
鈿
で
四
花
を
花
芯
と
し
た
菊
花
文
を
中
央
に
あ
し

ら
い
、
周
辺
部
お
よ
び
側
面
に
鋸
歯
文
を
あ
ら
わ
す
。

（
修
理
後
）

装
丁
形
式
　
巻
子
装

寸

法
　
縦
三
二
・
七
糎
　
長
三
六
〇
・
四
糎

表

紙

裂
　
萌
黄
地
瓔
珞
に
円
龍
文
繻
珍（
元
使
い
）（
図
4
・
5
）

見

返

し
　
金
地
金
銀
野
毛
撒
紙（
元
使
い
）

軸

付

紙
　
混
合
紙
〈
江
宣
紙
〉（
新
調
）

裏
打
ち
紙
　
三
層

肌

裏

紙
　
楮
紙
〈
薄
美
濃
紙
〉（
新
調
）

増

裏

紙
　
美
栖
紙（
新
調
）

総

裏

紙
　
混
合
紙
〈
江
宣
紙
〉（
新
調
）

軸
　
　
　
　
　
螺
鈿
頭
切
軸（
元
使
い
）

本
巻
の
収
納
環
境
と
し
て
は
、
修
理
前
は
旧
包
布
二
枚
に
包
ま
れ
、
内
箱
が
桐
印
籠

蓋
造
、
外
箱
は
春
慶
塗
印
籠
蓋
造
の
二
重
の
収
納
箱
に
収
納
さ
れ（
挿
図
3
）、
そ
れ
ぞ

れ
左
記
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
折
紙
や
添
状
と
い
っ
た
附
属
文
書
を
伴
う
。
こ

れ
ら
の
旧
箱
・
附
属
文
書
は
、
修
理
後
、
旧
装
丁
の
う
ち
元
使
い
し
な
か
っ
た
軸
付

紙
・
裏
打
ち
紙
と
と
も
に
別
途
保
存
し
た
。
修
理
後
の
本
巻
は
新
調
し
た
桐
太
巻
添
軸

に
巻
き
、
新
調
の
袱
紗
に
包
ん
で
桐
印
籠
箱
に
収
納
し
た（
挿
図
4
）。

挿図3　旧収納箱　左より外箱：春慶塗印籠蓋造　内箱：桐印籠蓋造挿図4　新調箱：桐印籠蓋造



「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
三

し
・
表
紙
裂
に
折
れ
・
皺
が
多
数
あ
り
、
特
に
料
紙
の
紙
継
ぎ
部
分
の
折
れ
が
強
く
、

ま
た
見
返
し
に
は
縦
方
向
に
細
か
な
折
れ
が
多
数
、
横
方
向
に
も
皺
が
多
数
生
じ
て
い

た（
挿
図
9
）。
加
え
て
、
糊
浮
き
が
多
数
確
認
で
き
た（
挿
図
10
・
11
）。
な
か
で
も
表
紙
裂

と
見
返
し
の
糊
浮
き
が
著
し
く
、
天
地
部
分
と
中
央
の
一
部
分
が
わ
ず
か
に
貼
り
つ
い
て

い
る
状
態
だ
っ
た
。
ま
た
紙
継
ぎ
部
分
も
、
折
れ
に
伴
い
糊
浮
き
も
多
数
生
じ
て
い
た
。

螺
鈿
の
軸
首
が
外
れ
、
別
保
存
さ
れ
て
い
た（
挿
図
12
〜
14
）。

（
2
）視
覚
的
損
傷

本
紙
に
多
数
の
汚
れ
・
染
み
が
確
認
で
き
た
。
本
紙
の
料
紙
に
は
、
茶
褐
色
の
染

み
が
確
認
さ
れ
た
と
共
に
、
黒
色
の
汚
れ
が
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。
黒
色
の
汚
れ
は
、

巻
子
裏
面
に
施
さ
れ
た
銀
砂
子
が
劣
化
変
色
し
た
こ
と
で
黒
色
化
し
、
さ
ら
に
巻
子
と

し
て
巻
い
て
収
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裏
面
に
接
す
る
表
面
に
接
着
力
が
低
下
し
た
銀

が
色
移
り
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た（
挿
図
15
）。
一
方
、
彩
色
層
の
剝
落
・
欠

失
等
の
損
傷
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

挿図8　修理後　見返し

挿図7　修理前　見返し

（
3
）そ
の
他

八
双
に
金
属（
銅
）が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
み
か
ら
見
返
し
の
取
り
付
け
部
周

辺
に
破
れ
等
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
金
属
由
来
の
錆
に
よ
る
腐
食
も
み
ら
れ
た
。

2
　
過
去
の
修
理
状
況

本
紙
の
欠
失
箇
所
に
本
紙
裏
面
か
ら
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て
い
た（
挿
図
16
・

挿図10　修理前　本紙　糊はがれ部分挿図11　修理後　本紙　糊はがれ部分

挿図9　修理前　本紙の折れ　斜光線撮影

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
二

④
恒
川
了
蘆
極
札
・
添
状
　
　
　
　
　
　
一
枚
・
一
通

旧
内
箱
の
蓋
裏
墨
書
お
よ
び
①
折
紙
に
名
が
記
さ
れ
た
古
筆
了
意（
一
七
五
一
〜

一
八
三
四
）は
、
古
筆
鑑
定
を
生
業
と
す
る
古
筆
家
九
代
で
あ
り
、
和
歌
お
よ
び
図
中
の

墨
書
・
朱
書
と
も
に
筆
者
を
二
条
為
氏（
一
二
二
二
〜
八
六
）と
極
め
て
い
る
。

ま
た
、
②
文
政
十
三
年
六
月
の
添
状
の
住
吉
広
定（
一
七
九
三
〜
一
八
六
二
）は
、
住
吉

派
七
代
目
の
絵
師
で
住
吉
広
行（
一
七
五
五
〜
一
八
一
一
）の
二
男
で
あ
る
。
先
代
広
尚

（
一
七
八
一
〜
一
八
二
八
）の
弟
に
あ
た
り
、
通
称
は
内
記
と
い
い
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）

に
は
弘
貫
と
改
名
し
て
い
る
。
添
状
に
あ
る
よ
う
に
、
広
定
は
当
時
、
九
条
家
に
所
蔵

さ
れ
た
藤
原
信
実
筆
の
原
本
を
、
二
条
為
氏
が
詞
・
絵
と
も
に
模
写
し
た
と
極
め
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
鑑
定
の
記
録
が
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
三
に
あ
り
、「
尾
州
家

様
御
道
具
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
三
年
の
時
点
で
本
巻
が
尾
張
徳

川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

③
の
極
札
に
名
が
み
え
る
畠
山
牛
庵
は
、
初
代
牛
庵（
一
五
八
八
〜
一
六
五
五
）か
ら
三

代（
生
年
未
詳
〜
一
七
二
七
）ま
で
代
々
牛
庵
を
名
乗
っ
た
古
筆
家
で
あ
る
が
、
比
較
資
料

に
乏
し
く
何
代
目
の
牛
庵
か
は
断
じ
が
た
い
。
ま
た
、
④
の
極
札
・
添
状
の
恒つ

ね

川か
わ

了り
ょ
う
ろ廬

（
一
七
七
五
〜
一
八
六
〇
）は
、
古
筆
了
意
の
高
弟
で
、
文
政
六
年（
一
八
二
三
）に
古
筆
の

鑑
識
力
を
買
わ
れ
て
尾
張
徳
川
家
の
御
小
納
戸
御
用
達
の
目め

利き
き

と
な
っ
て
い
る
。
牛

庵
・
了
廬
と
も
に
、
③
・
④
の
極
札
お
よ
び
添
状
で
、
詞
書
筆
者
を
同
じ
く
二
条
為
氏

と
し
て
い
る
。

①
・
②
の
折
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
文
政
十
一
年
と
同
十
三
年
の
年
記
が
あ
り
、
ま
た
④
の

恒
川
了
廬
も
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
立
て
続
け
に
本
巻
の

詞
書
や
絵
の
鑑
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鑑
定
が
行
わ
れ
た
経
緯
は
未
明
だ

が
、
①
で
了
意
が
自
ら
「
柳
営
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
一
年
時
の
古
筆

鑑
定
に
は
幕
府
の
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
。
文
政
十
一
年
頃
の
尾
張
徳
川
家
と
幕
府
と

の
動
き
に
目
を
向
け
る
と
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
十
九
男
で
、
尾
張
徳
川
家
十
代
斉
朝

の
養
子
と
な
っ
た
斉
温
が
、
文
政
十
年
八
月
十
五
日
に
斉
朝
の
隠
居
に
よ
り
家
督
を
継

い
で
十
一
代
当
主
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
翌
十
一
年
十
一
月
十
一
日
に
は
斉
温
が
田
安

斉
匡
の
娘
・
愛
姫
と
婚
儀
を
挙
げ
て
い
る
。
古
筆
鑑
定
に
い
た
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
本
巻
を
家
督
相
続
や
婚
礼
に
か
か
わ
る
贈
答
品
と
す
る
た
め
、「
折
紙
付
き
」
と

い
う
言
葉
通
り
、
価
値
付
け
を
行
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
こ
れ

を
断
定
で
き
る
ほ
ど
の
裏
付
け
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
内
箱
の
古
筆
了
意
に
よ
る
箱
書
は
、
年
記
こ
そ
な
い
も
の
の
、
鑑
定
と

ほ
ぼ
同
時
期
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
修
理
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
新
調
し

た
箱
に
了
意
が
箱
書
を
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
今
回
の
修
理

に
よ
る
知
見
で
、
本
巻
は
過
去
に
二
回
の
修
理
が
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

の
一
回
が
文
政
十
一
年
頃
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
三
　
本
巻
の
修
理
前
の
損
傷
状
況

1
　
修
理
前
の
損
傷
状
況

（
1
）物
理
的
損
傷

本
紙
に
は
料
紙
の
破
れ
・
欠
失
が
見
ら
れ
た
。
特
に
第
二
紙
右
部
に
欠
失
箇
所
が
数

箇
所
あ
り
、
欠
失
箇
所
に
は
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て
い
た
。
表
紙
は
、
表
紙
裂
の
天
地
部

分
や
八
双
取
り
付
け
部
に
破
れ
、
欠
失
、
さ
ら
に
糸
の
ほ
つ
れ
等
の
損
傷
が
多
数
あ
っ

た
。
見
返
し
に
生
じ
た
多
数
の
折
れ
・
皺
に
沿
っ
て
多
数
の
破
れ
が
生
じ
て
い
た
。
こ

の
破
れ
は
天
地
の
小
口
付
近
に
集
中
し
、
折
れ
・
皺
に
加
え
、
糊
浮
き
が
生
じ
た
こ
と

で
損
傷
の
拡
大
に
繫
が
っ
て
い
た（
挿
図
7
・
8
）。
ま
た
、
軸
の
取
り
付
け
部
付
近
や
、

第
四
・
五
紙
間
の
紙
継
ぎ
付
近
の
総
裏
紙
に
合
い
剝
ぎ
が
さ
れ
て
い
た
。
本
紙
・
見
返

（
9
）
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三

し
・
表
紙
裂
に
折
れ
・
皺
が
多
数
あ
り
、
特
に
料
紙
の
紙
継
ぎ
部
分
の
折
れ
が
強
く
、

ま
た
見
返
し
に
は
縦
方
向
に
細
か
な
折
れ
が
多
数
、
横
方
向
に
も
皺
が
多
数
生
じ
て
い

た（
挿
図
9
）。
加
え
て
、
糊
浮
き
が
多
数
確
認
で
き
た（
挿
図
10
・
11
）。
な
か
で
も
表
紙
裂

と
見
返
し
の
糊
浮
き
が
著
し
く
、
天
地
部
分
と
中
央
の
一
部
分
が
わ
ず
か
に
貼
り
つ
い
て

い
る
状
態
だ
っ
た
。
ま
た
紙
継
ぎ
部
分
も
、
折
れ
に
伴
い
糊
浮
き
も
多
数
生
じ
て
い
た
。

螺
鈿
の
軸
首
が
外
れ
、
別
保
存
さ
れ
て
い
た（
挿
図
12
〜
14
）。

（
2
）視
覚
的
損
傷

本
紙
に
多
数
の
汚
れ
・
染
み
が
確
認
で
き
た
。
本
紙
の
料
紙
に
は
、
茶
褐
色
の
染

み
が
確
認
さ
れ
た
と
共
に
、
黒
色
の
汚
れ
が
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。
黒
色
の
汚
れ
は
、

巻
子
裏
面
に
施
さ
れ
た
銀
砂
子
が
劣
化
変
色
し
た
こ
と
で
黒
色
化
し
、
さ
ら
に
巻
子
と

し
て
巻
い
て
収
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裏
面
に
接
す
る
表
面
に
接
着
力
が
低
下
し
た
銀

が
色
移
り
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た（
挿
図
15
）。
一
方
、
彩
色
層
の
剝
落
・
欠

失
等
の
損
傷
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

挿図8　修理後　見返し

挿図7　修理前　見返し

（
3
）そ
の
他

八
双
に
金
属（
銅
）が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
み
か
ら
見
返
し
の
取
り
付
け
部
周

辺
に
破
れ
等
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
金
属
由
来
の
錆
に
よ
る
腐
食
も
み
ら
れ
た
。

2
　
過
去
の
修
理
状
況

本
紙
の
欠
失
箇
所
に
本
紙
裏
面
か
ら
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て
い
た（
挿
図
16
・

挿図10　修理前　本紙　糊はがれ部分挿図11　修理後　本紙　糊はがれ部分

挿図9　修理前　本紙の折れ　斜光線撮影
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二

④
恒
川
了
蘆
極
札
・
添
状
　
　
　
　
　
　
一
枚
・
一
通

旧
内
箱
の
蓋
裏
墨
書
お
よ
び
①
折
紙
に
名
が
記
さ
れ
た
古
筆
了
意（
一
七
五
一
〜

一
八
三
四
）は
、
古
筆
鑑
定
を
生
業
と
す
る
古
筆
家
九
代
で
あ
り
、
和
歌
お
よ
び
図
中
の

墨
書
・
朱
書
と
も
に
筆
者
を
二
条
為
氏（
一
二
二
二
〜
八
六
）と
極
め
て
い
る
。

ま
た
、
②
文
政
十
三
年
六
月
の
添
状
の
住
吉
広
定（
一
七
九
三
〜
一
八
六
二
）は
、
住
吉

派
七
代
目
の
絵
師
で
住
吉
広
行（
一
七
五
五
〜
一
八
一
一
）の
二
男
で
あ
る
。
先
代
広
尚

（
一
七
八
一
〜
一
八
二
八
）の
弟
に
あ
た
り
、
通
称
は
内
記
と
い
い
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）

に
は
弘
貫
と
改
名
し
て
い
る
。
添
状
に
あ
る
よ
う
に
、
広
定
は
当
時
、
九
条
家
に
所
蔵

さ
れ
た
藤
原
信
実
筆
の
原
本
を
、
二
条
為
氏
が
詞
・
絵
と
も
に
模
写
し
た
と
極
め
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
鑑
定
の
記
録
が
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
三
に
あ
り
、「
尾
州
家

様
御
道
具
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
三
年
の
時
点
で
本
巻
が
尾
張
徳

川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

③
の
極
札
に
名
が
み
え
る
畠
山
牛
庵
は
、
初
代
牛
庵（
一
五
八
八
〜
一
六
五
五
）か
ら
三

代（
生
年
未
詳
〜
一
七
二
七
）ま
で
代
々
牛
庵
を
名
乗
っ
た
古
筆
家
で
あ
る
が
、
比
較
資
料

に
乏
し
く
何
代
目
の
牛
庵
か
は
断
じ
が
た
い
。
ま
た
、
④
の
極
札
・
添
状
の
恒つ

ね

川か
わ

了り
ょ
う
ろ廬

（
一
七
七
五
〜
一
八
六
〇
）は
、
古
筆
了
意
の
高
弟
で
、
文
政
六
年（
一
八
二
三
）に
古
筆
の

鑑
識
力
を
買
わ
れ
て
尾
張
徳
川
家
の
御
小
納
戸
御
用
達
の
目め

利き
き

と
な
っ
て
い
る
。
牛

庵
・
了
廬
と
も
に
、
③
・
④
の
極
札
お
よ
び
添
状
で
、
詞
書
筆
者
を
同
じ
く
二
条
為
氏

と
し
て
い
る
。

①
・
②
の
折
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
文
政
十
一
年
と
同
十
三
年
の
年
記
が
あ
り
、
ま
た
④
の

恒
川
了
廬
も
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
立
て
続
け
に
本
巻
の

詞
書
や
絵
の
鑑
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鑑
定
が
行
わ
れ
た
経
緯
は
未
明
だ

が
、
①
で
了
意
が
自
ら
「
柳
営
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
一
年
時
の
古
筆

鑑
定
に
は
幕
府
の
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
。
文
政
十
一
年
頃
の
尾
張
徳
川
家
と
幕
府
と

の
動
き
に
目
を
向
け
る
と
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
十
九
男
で
、
尾
張
徳
川
家
十
代
斉
朝

の
養
子
と
な
っ
た
斉
温
が
、
文
政
十
年
八
月
十
五
日
に
斉
朝
の
隠
居
に
よ
り
家
督
を
継

い
で
十
一
代
当
主
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
翌
十
一
年
十
一
月
十
一
日
に
は
斉
温
が
田
安

斉
匡
の
娘
・
愛
姫
と
婚
儀
を
挙
げ
て
い
る
。
古
筆
鑑
定
に
い
た
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
本
巻
を
家
督
相
続
や
婚
礼
に
か
か
わ
る
贈
答
品
と
す
る
た
め
、「
折
紙
付
き
」
と

い
う
言
葉
通
り
、
価
値
付
け
を
行
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
こ
れ

を
断
定
で
き
る
ほ
ど
の
裏
付
け
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
内
箱
の
古
筆
了
意
に
よ
る
箱
書
は
、
年
記
こ
そ
な
い
も
の
の
、
鑑
定
と

ほ
ぼ
同
時
期
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
修
理
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
新
調
し

た
箱
に
了
意
が
箱
書
を
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
今
回
の
修
理

に
よ
る
知
見
で
、
本
巻
は
過
去
に
二
回
の
修
理
が
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

の
一
回
が
文
政
十
一
年
頃
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
三
　
本
巻
の
修
理
前
の
損
傷
状
況

1
　
修
理
前
の
損
傷
状
況

（
1
）物
理
的
損
傷

本
紙
に
は
料
紙
の
破
れ
・
欠
失
が
見
ら
れ
た
。
特
に
第
二
紙
右
部
に
欠
失
箇
所
が
数

箇
所
あ
り
、
欠
失
箇
所
に
は
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て
い
た
。
表
紙
は
、
表
紙
裂
の
天
地
部

分
や
八
双
取
り
付
け
部
に
破
れ
、
欠
失
、
さ
ら
に
糸
の
ほ
つ
れ
等
の
損
傷
が
多
数
あ
っ

た
。
見
返
し
に
生
じ
た
多
数
の
折
れ
・
皺
に
沿
っ
て
多
数
の
破
れ
が
生
じ
て
い
た
。
こ

の
破
れ
は
天
地
の
小
口
付
近
に
集
中
し
、
折
れ
・
皺
に
加
え
、
糊
浮
き
が
生
じ
た
こ
と

で
損
傷
の
拡
大
に
繫
が
っ
て
い
た（
挿
図
7
・
8
）。
ま
た
、
軸
の
取
り
付
け
部
付
近
や
、

第
四
・
五
紙
間
の
紙
継
ぎ
付
近
の
総
裏
紙
に
合
い
剝
ぎ
が
さ
れ
て
い
た
。
本
紙
・
見
返

（
9
）
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五

　
　
四
　
修
理
の
方
針
と
方
法

修
理
は
、
実
施
す
る
作
業
お
よ
び
方
針
の
決
定
・
変
更
等
、
徳
川
美
術
館
と
の
協
議
・

監
督
の
下
に
進
め
、
本
巻
を
解
体
し
、
本
紙
か
ら
裏
打
ち
紙
の
除
去
後
、
本
紙
料
紙
の

修
理
処
置
お
よ
び
新
た
に
裏
打
ち
を
施
し
、
再
び
巻
子
装
に
装
丁
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
た
。

な
お
、
修
理
の
施
工
中
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
表
紙
と
見
返
し
を
元
使
い
す
る
か

否
か
で
あ
っ
た
。
元
使
い
し
な
い
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
表
紙
裂
・
見
返
し
に
す
る
か
、

墨
仙
堂
の
関
地
久
治
氏
か
ら
表
紙
裂
・
見
返
し
の
見
本
を
送
付
い
た
だ
い
た
上
で
、
元

使
い
す
る
場
合
、
し
な
い
場
合
の
長
所
・
短
所
を
想
定
し
、
学
芸
部
内
で
協
議
し
た
結

果
、
可
能
な
限
り
修
理
前
の
装
丁
は
元
使
い
す
る
と
い
う
徳
川
美
術
館
の
従
来
の
方
針

に
則
っ
て
、
修
理
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

1
　
本
紙

（
1
）旧
補
修
紙
は
、
色
調
の
差
が
少
な
い
も
の
の
紙
質
が
異
な
り
、
補
筆
等
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
全
て
除
去
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
肌
裏
紙
上
に
朱
の
文

字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
だ
け
元
使
い
と
す
る
。
元
使
い
す
る

肌
裏
紙
は
、欠
失
箇
所
に
適
す
る
形
状
に
整
形
し
、補
修
紙
と
し
て
再
使
用
す
る
。

補
修
紙
は
、
料
紙
の
繊
維
組
成
試
験
の
結
果
か
ら
、「
楮
と
雁
皮
の
混
合
紙（
江
宣

紙
）」
を
選
定
し
、
欠
失
箇
所
の
形
状
に
あ
わ
せ
て
整
形
し
て
繕
う
。
な
お
、
補

修
紙
に
の
み
補
彩
を
施
す
。

（
2
）本
紙
料
紙
の
天
地
側
を
保
護
す
る
た
め
、
小
口
部
分
に
足
し
紙
を
施
す
。
足
し

紙
に
は
、
補
修
紙
と
同
じ
混
合
紙（
江
宣
紙
）を
使
用
す
る
。

（
3
）修
理
後
の
紙
継
ぎ
は
、
図
様
や
文
字
の
歪
み
を
可
能
な
限
り
修
正
す
る
。

（
4
）本
紙
の
折
れ
が
生
じ
て
い
る
箇
所
、
お
よ
び
今
後
折
れ
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る

箇
所
に
折
れ
伏
せ
を
行
う
。

2
　
装
丁

（
1
）旧
装
丁
材
料

表
紙
裂
・
見
返
し
・
螺
鈿
頭
切
軸
首
は
元
使
い
す
る
。
表
紙
裂
の
萌
黄
地
瓔
珞

に
円
龍
文
繻
珍
は
、
修
理
前
に
は
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
強
度
が
低

く
、
折
れ
や
破
れ
な
ど
の
損
傷
が
拡
大
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
楮
紙
に
よ
る

肌
裏
打
ち
を
行
い
、
そ
の
後
、
元
使
い
の
見
返
し
を
貼
り
込
み
、
強
度
を
上
げ
て

安
定
し
た
状
態
に
す
る
。
表
紙
裂
に
は
題
箋
を
元
と
同
じ
位
置
に
貼
り
つ
け
る
。

ま
た
、
表
紙
裂
の
欠
失
箇
所
に
は
、
適
す
る
補
修
裂
を
選
定
し
、
繕
い
を
施
す
。

見
返
し
は
、
修
理
前
に
は
厚
い
間
似
合
紙（
土
が
添
加
さ
れ
た
雁
皮
紙
）が
使
用
さ

れ
て
お
り
、
多
数
の
折
れ
・
皺
が
生
じ
、
ま
た
内
部
が
合
い
剝
ぎ
と
な
り
、
更
な

る
折
れ
・
皺
の
生
じ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
厚
い
間
似
合
紙
を
全
体
が
薄
く
な

る
よ
う
に
合
い
剝
ぎ
し
、
今
後
の
損
傷
の
拡
大
を
防
ぐ
。
薄
く
な
っ
た
見
返
し
を

補
強
す
る
た
め
、
極
薄
い
楮
紙（
薄
美
濃
紙
）で
肌
裏
を
打
つ
。
見
返
の
欠
失
箇
所

に
は
、
適
す
る
補
修
絹
を
選
定
し
、
繕
い
を
施
す
。
さ
ら
に
見
返
の
天
地
に
は
、

補
修
紙
と
同
じ
間
似
合
紙
で
足
し
紙
を
施
す
。

（
2
）新
調
装
丁
材
料

①
裏
打
ち
紙
を
す
べ
て
新
調
し
、
三
種
三
層
の
裏
打
ち
を
新
た
に
打
つ
。
新
た

に
施
す
裏
打
ち
紙
は
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
三
種
三
層
の
裏
打
ち
と
し
、

作
品
に
適
度
な
し
な
や
か
さ
と
強
度
を
持
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。
裏
打
ち
は
、
肌

裏
紙
が
楮
紙
、
増
裏
紙
が
美
栖
紙
、
総
裏
紙
が
混
合
紙
の
三
種
三
層
で
あ
る
。
こ

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
四

17
）。
補
修
紙
は
本
紙
料
紙
と
色
調
の
違
和
感
が
少
な
い
も
の
の
、
紙
質
や
風
合
い
が

異
な
っ
て
い
た
。

紙
継
ぎ
の
歪
み
・
ズ
レ
が
あ
り
、
と
り
わ
け
、
各
紙
継
を
ま
た
ぐ
図
様
や
文
字
の

歪
み
や
ズ
レ
が
目
立
っ
て
い
た（
挿
図
18
・
19
）。
過
去
の
修
理
時
に
紙
継
ぎ
が
外
さ
れ
、

再
び
継
が
れ
た
際
に
ズ
レ
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

挿図12　修理前　軸首部分　軸首が
挿図12　とれていた

挿図13　修理前　螺鈿軸首

挿図14　修理後　軸首部分挿図15　修理前　第四紙　裏面の銀砂子
による色移りが右上に確認される

挿図16　修理前　第ニ紙右　補修紙部分挿図17　修理前　第二紙右上部　補修紙部分

挿図18　修理前　第四・五紙　紙継ぎ中央挿図19　修理後　第四・五紙　紙継ぎ中央
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四
　
修
理
の
方
針
と
方
法

修
理
は
、
実
施
す
る
作
業
お
よ
び
方
針
の
決
定
・
変
更
等
、
徳
川
美
術
館
と
の
協
議
・

監
督
の
下
に
進
め
、
本
巻
を
解
体
し
、
本
紙
か
ら
裏
打
ち
紙
の
除
去
後
、
本
紙
料
紙
の

修
理
処
置
お
よ
び
新
た
に
裏
打
ち
を
施
し
、
再
び
巻
子
装
に
装
丁
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
た
。

な
お
、
修
理
の
施
工
中
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
表
紙
と
見
返
し
を
元
使
い
す
る
か

否
か
で
あ
っ
た
。
元
使
い
し
な
い
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
表
紙
裂
・
見
返
し
に
す
る
か
、

墨
仙
堂
の
関
地
久
治
氏
か
ら
表
紙
裂
・
見
返
し
の
見
本
を
送
付
い
た
だ
い
た
上
で
、
元

使
い
す
る
場
合
、
し
な
い
場
合
の
長
所
・
短
所
を
想
定
し
、
学
芸
部
内
で
協
議
し
た
結

果
、
可
能
な
限
り
修
理
前
の
装
丁
は
元
使
い
す
る
と
い
う
徳
川
美
術
館
の
従
来
の
方
針

に
則
っ
て
、
修
理
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

1
　
本
紙

（
1
）旧
補
修
紙
は
、
色
調
の
差
が
少
な
い
も
の
の
紙
質
が
異
な
り
、
補
筆
等
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
全
て
除
去
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
肌
裏
紙
上
に
朱
の
文

字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
だ
け
元
使
い
と
す
る
。
元
使
い
す
る

肌
裏
紙
は
、欠
失
箇
所
に
適
す
る
形
状
に
整
形
し
、補
修
紙
と
し
て
再
使
用
す
る
。

補
修
紙
は
、
料
紙
の
繊
維
組
成
試
験
の
結
果
か
ら
、「
楮
と
雁
皮
の
混
合
紙（
江
宣

紙
）」
を
選
定
し
、
欠
失
箇
所
の
形
状
に
あ
わ
せ
て
整
形
し
て
繕
う
。
な
お
、
補

修
紙
に
の
み
補
彩
を
施
す
。

（
2
）本
紙
料
紙
の
天
地
側
を
保
護
す
る
た
め
、
小
口
部
分
に
足
し
紙
を
施
す
。
足
し

紙
に
は
、
補
修
紙
と
同
じ
混
合
紙（
江
宣
紙
）を
使
用
す
る
。

（
3
）修
理
後
の
紙
継
ぎ
は
、
図
様
や
文
字
の
歪
み
を
可
能
な
限
り
修
正
す
る
。

（
4
）本
紙
の
折
れ
が
生
じ
て
い
る
箇
所
、
お
よ
び
今
後
折
れ
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る

箇
所
に
折
れ
伏
せ
を
行
う
。

2
　
装
丁

（
1
）旧
装
丁
材
料

表
紙
裂
・
見
返
し
・
螺
鈿
頭
切
軸
首
は
元
使
い
す
る
。
表
紙
裂
の
萌
黄
地
瓔
珞

に
円
龍
文
繻
珍
は
、
修
理
前
に
は
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
強
度
が
低

く
、
折
れ
や
破
れ
な
ど
の
損
傷
が
拡
大
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
楮
紙
に
よ
る

肌
裏
打
ち
を
行
い
、
そ
の
後
、
元
使
い
の
見
返
し
を
貼
り
込
み
、
強
度
を
上
げ
て

安
定
し
た
状
態
に
す
る
。
表
紙
裂
に
は
題
箋
を
元
と
同
じ
位
置
に
貼
り
つ
け
る
。

ま
た
、
表
紙
裂
の
欠
失
箇
所
に
は
、
適
す
る
補
修
裂
を
選
定
し
、
繕
い
を
施
す
。

見
返
し
は
、
修
理
前
に
は
厚
い
間
似
合
紙（
土
が
添
加
さ
れ
た
雁
皮
紙
）が
使
用
さ

れ
て
お
り
、
多
数
の
折
れ
・
皺
が
生
じ
、
ま
た
内
部
が
合
い
剝
ぎ
と
な
り
、
更
な

る
折
れ
・
皺
の
生
じ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
厚
い
間
似
合
紙
を
全
体
が
薄
く
な

る
よ
う
に
合
い
剝
ぎ
し
、
今
後
の
損
傷
の
拡
大
を
防
ぐ
。
薄
く
な
っ
た
見
返
し
を

補
強
す
る
た
め
、
極
薄
い
楮
紙（
薄
美
濃
紙
）で
肌
裏
を
打
つ
。
見
返
の
欠
失
箇
所

に
は
、
適
す
る
補
修
絹
を
選
定
し
、
繕
い
を
施
す
。
さ
ら
に
見
返
の
天
地
に
は
、

補
修
紙
と
同
じ
間
似
合
紙
で
足
し
紙
を
施
す
。

（
2
）新
調
装
丁
材
料

①
裏
打
ち
紙
を
す
べ
て
新
調
し
、
三
種
三
層
の
裏
打
ち
を
新
た
に
打
つ
。
新
た

に
施
す
裏
打
ち
紙
は
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
三
種
三
層
の
裏
打
ち
と
し
、

作
品
に
適
度
な
し
な
や
か
さ
と
強
度
を
持
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。
裏
打
ち
は
、
肌

裏
紙
が
楮
紙
、
増
裏
紙
が
美
栖
紙
、
総
裏
紙
が
混
合
紙
の
三
種
三
層
で
あ
る
。
こ

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

六
四

17
）。
補
修
紙
は
本
紙
料
紙
と
色
調
の
違
和
感
が
少
な
い
も
の
の
、
紙
質
や
風
合
い
が

異
な
っ
て
い
た
。

紙
継
ぎ
の
歪
み
・
ズ
レ
が
あ
り
、
と
り
わ
け
、
各
紙
継
を
ま
た
ぐ
図
様
や
文
字
の

歪
み
や
ズ
レ
が
目
立
っ
て
い
た（
挿
図
18
・
19
）。
過
去
の
修
理
時
に
紙
継
ぎ
が
外
さ
れ
、

再
び
継
が
れ
た
際
に
ズ
レ
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

挿図12　修理前　軸首部分　軸首が
挿図12　とれていた

挿図13　修理前　螺鈿軸首

挿図14　修理後　軸首部分挿図15　修理前　第四紙　裏面の銀砂子
による色移りが右上に確認される

挿図16　修理前　第ニ紙右　補修紙部分挿図17　修理前　第二紙右上部　補修紙部分

挿図18　修理前　第四・五紙　紙継ぎ中央挿図19　修理後　第四・五紙　紙継ぎ中央
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ち
紙
が
同
質
の
紙
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
裏
打
ち
紙
は
過
去

の
修
理
時
に
打
た
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

2
　
修
理
前
の
作
品
構
造

（
1
）裏
打
ち

修
理
前
の
本
紙
料
紙
は
、
第
一
・
二
・
三
紙
と
第
四
・
五
紙
で
は
裏
打
ち
の
枚
数
が

異
な
っ
て
い
た
。
前
半
は
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
・
増
裏
紙
・
中
裏
紙
・
総
裏
紙
の
計
五

層
、
後
半
は
肌
裏
紙
・
増
裏
紙
・
中
裏
紙
・
総
裏
紙
の
計
四
層
で
あ
っ
た
。
前
半
は
、

本
紙
料
紙
が
薄
い
た
め
、
雁
皮
紙
に
よ
る
薄
肌
裏
紙
が
打
た
れ
、
前
半
三
紙
と
後
半
二

紙
と
の
厚
み
の
差
を
解
消
し
た
と
思
わ
れ
る
。
残
る
裏
打
ち
は
全
紙
に
、楮
の
肌
裏
紙
、

竹
紙
の
増
裏
紙
、
楮
の
中
裏
紙
、
そ
し
て
土
を
混
入
し
た
雁
皮
の
総
裏
紙
が
打
た
れ
て

い
た
。
修
理
前
の
本
巻
は
、
こ
れ
ら
の
複
数
に
お
よ
ぶ
裏
打
ち
に
よ
り
厚
く
な
り
、
ま

た
し
な
や
か
さ
に
欠
け
、
深
い
折
れ
が
生
じ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
・

二
紙
の
本
紙
料
紙
と
肌
裏
紙
の
間
に
は
、
過
去
の
修
理
時
に
よ
る
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て

い
た
が
、
折
れ
伏
せ
等
の
処
置
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
2
）表
紙

修
理
前
の
表
紙
の
構
造
は
、
表
紙
裂
に
裏
打
ち
紙
が
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
地
の
端

を
折
り
返
し
た
表
紙
裂
に
金
地
金
銀
野
毛
撒
紙
の
厚
い
間
似
合
紙
が
見
返
し
と
し
て
貼

り
つ
け
ら
れ
た
構
造
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
貼
り
付
け
ら
れ
た
箇
所
は
四
辺
の
み

強
く
接
着
さ
れ
、
中
央
部
分
は
極
薄
い
糊
が
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
経
年
に
よ
り
、

中
空
の
袋
張
り
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
支
え
の
な
い
表
紙
裂
は
天
地
の
端
等
か
ら
解

れ
や
破
れ
が
生
じ
や
す
く
な
り
、
一
部
が
欠
失
し
て
い
た
。
上
記
の
方
法
は
厚
い
繻
珍

の
表
紙
裂
を
や
わ
ら
か
く
仕
上
げ
る
た
め
に
と
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
損
傷
が
拡
大

し
、
特
に
見
返
し
の
折
れ
や
皺
が
著
し
か
っ
た
。

3
　
過
去
の
修
理
に
つ
い
て

（
1
）本
紙
料
紙
に
つ
い
て

本
紙
料
紙
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
〜
三
紙
と
四
・
五
紙
で
厚
み
や
紙
質
等
が
異

な
り
、
二
種
の
本
紙
が
継
が
れ
た
構
造
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
各
料
紙
に
は
、

過
去
に
薄
く
合
い
剝
ぎ
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
製
作
当
初
は
現
在
よ
り
も
厚
い
料
紙
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
合
い
剝
ぎ
に
よ
り
、
本
紙
料
紙
に
部
分
的
に
破
れ
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
第
二

紙
の
欠
失
箇
所（
挿
図
16
・
17
）は
、
そ
の
形
状
か
ら
合
い
剝
ぎ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

虫
害
欠
失
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
修
理
中
の
薄
肌
裏
紙
除
去
後
の
透
過
光
写
真
に
よ

り
、
本
紙
料
紙
の
厚
み
の
ム
ラ
が
全
体
に
生
じ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る（
挿
図
24
・
25
）。

（
2
）補
修
紙
に
つ
い
て

本
紙
二
・
三
紙
の
欠
失
箇
所
に
は
、
裏
面
か
ら
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て
い
た
。
補
修
紙

は
二
紙
目
の
左
端
に
四
箇
所
、
三
紙
目
の
右
端
に
三
箇
所
、
計
七
箇
所
確
認
で
き
た
。

補
修
紙
は
い
ず
れ
も
本
紙
料
紙
に
比
べ
、
艶
が
な
く
薄
い
紙
で
、
欠
失
箇
所
を
覆
う
よ

う
に
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
補
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
二
紙
、
左
上
部
に
朱
で
書
か
れ
た
「
定
家
卿
」の
内
、「
定
」
の
字
に
当
た
る
箇
所
で
、

本
紙
料
紙
が
欠
失
し
、露
出
し
た
肌
裏
紙
上
に「
定
」の
字
が
書
か
れ
て
い
た（
挿
図
26
）。

（
3
）裏
打
ち
か
ら
見
る
過
去
の
修
理

修
理
前
の
本
紙
の
天
地
部
分
、
ま
た
は
旧
軸
付
紙
の
巻
末
部
分
に
は
、
裏
打
ち
紙
の

ず
れ
が
あ
り
、
部
分
的
に
裏
打
ち
紙
が
露
出
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
た
。
修
理
中

の
調
査
か
ら
、
本
紙
料
紙
と
肌
裏
紙（
薄
肌
裏
紙
を
含
む
）は
同
じ
大
き
さ
で
断
ち
切
ら

れ
て
い
る
た
め
、
増
裏
紙
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
裏
面
で
は

総
裏
紙
と
中
裏
紙
が
ず
れ
て
お
り
、
総
裏
紙
を
打
つ
際
に
再
び
ず
れ
が
生
じ
た
と
み
ら
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六

の
う
ち
肌
裏
紙
・
総
裏
紙
は
本
紙
の
色
調
に
あ
わ
せ
、
天
然
染
料
の
矢
車
で
染
色
、

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
水
溶
液
で
色
素
を
定
着
さ
せ
た
後
、
使
用
す
る
。

②
軸
付
紙
を
新
調
す
る
。
新
調
す
る
軸
付
紙
は
、
本
巻
に
適
し
た
長
さ
に
変
更

し
、
紙
は
本
紙
料
紙
と
類
似
の
混
合
紙
を
選
定
す
る
。
裏
打
ち
と
同
様
、
天
然
染

料
の
矢
車
で
染
色
、
色
素
定
着
の
後
、
使
用
す
る
。

③
巻
緒
・
軸
木
・
八
双
を
新
調
す
る
。
巻
緒
は
、
旧
巻
緒
と
似
寄
り
の
茶
地
巻

緒
と
し
、
軸
木
は
杉
材
軸
木
を
新
調
す
る
。
八
双
は
、
金
属
性
の
八
双
を
変
更
し
、

八
双
竹
を
新
調
す
る
。

（
3
）裏
打
ち
・
紙
継
ぎ

修
理
前
の
本
紙
料
紙
の
各
紙
継
ぎ
は
、
す
べ
て
の
裏
打
ち
が
各
本
紙
に
施
さ
れ

た
後
に
最
終
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
協
議
の
結
果
、
修
理
前
に
倣
い
、
各
本
紙
に

す
べ
て
の
裏
打
ち
を
施
し
た
後
に
紙
継
ぎ
を
す
る
。

　
　
五
　
修
理
で
得
ら
れ
た
知
見

1
　
繊
維
組
成

本
紙
料
紙
は
、
前
半
の
第
一
・
二
・
三
紙
と
後
半
の
第
四
・
五
紙
で
は
紙
質
が
異
な

る
。
第
一
紙
お
よ
び
第
四
紙
の
本
紙
料
紙
の
紙
継
ぎ
部
分
、
第
一
紙
の
旧
肌
裏
紙
と
旧

総
裏
紙
か
ら
極
微
量
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
後
、
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
、
繊
維
組
成
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
知
見
が
得
ら
れ
た
。

本
紙
料
紙
の
う
ち
第
一
紙
は
、
雁
皮
繊
維
と
楮
繊
維
の
混
合
紙
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た（
挿
図
20
）。
そ
の
割
合
は
一
対
二
で
あ
り
、
楮
繊
維
は
二
㎜
程
度
の
縦
繊
維
で

平
均
し
て
い
た
。
ま
た
第
四
紙
も
雁
皮
と
楮
の
混
合
紙
で
あ
っ
た（
挿
図
21
）が
、
雁
皮

繊
維
の
含
有
率
は
一
割
程
度
で
、
第
一
紙
と
は
雁
皮
と
楮
の
混
合
比
が
異
な
る
。
ま

た
、
肌
裏
紙（
挿
図
22
）と
総
裏
紙（
挿
図
23
）は
い
ず
れ
も
雁
皮
だ
っ
た
が
、
総
裏
紙
に

は
土
成
分
の
添
料
が
確
認
さ
れ
た
。

修
理
前
、
本
紙
料
紙
は
過
去
の
修
理
時
に
表
裏
二
枚
に
合
い
剝
ぎ
に
さ
れ
、
そ
れ
が

裏
打
ち
後
再
び
貼
り
戻
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、
本
紙
料
紙
と
裏
打

挿図20　本紙料紙　第一紙　繊維顕微鏡写真挿図21　本紙料紙　第四紙　繊維顕微鏡写真

挿図23　旧総裏紙（第一紙）　繊維顕微鏡写真 挿図22　旧肌裏紙（第一紙）　繊維顕微鏡写真
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六
七

ち
紙
が
同
質
の
紙
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
裏
打
ち
紙
は
過
去

の
修
理
時
に
打
た
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

2
　
修
理
前
の
作
品
構
造

（
1
）裏
打
ち

修
理
前
の
本
紙
料
紙
は
、
第
一
・
二
・
三
紙
と
第
四
・
五
紙
で
は
裏
打
ち
の
枚
数
が

異
な
っ
て
い
た
。
前
半
は
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
・
増
裏
紙
・
中
裏
紙
・
総
裏
紙
の
計
五

層
、
後
半
は
肌
裏
紙
・
増
裏
紙
・
中
裏
紙
・
総
裏
紙
の
計
四
層
で
あ
っ
た
。
前
半
は
、

本
紙
料
紙
が
薄
い
た
め
、
雁
皮
紙
に
よ
る
薄
肌
裏
紙
が
打
た
れ
、
前
半
三
紙
と
後
半
二

紙
と
の
厚
み
の
差
を
解
消
し
た
と
思
わ
れ
る
。
残
る
裏
打
ち
は
全
紙
に
、楮
の
肌
裏
紙
、

竹
紙
の
増
裏
紙
、
楮
の
中
裏
紙
、
そ
し
て
土
を
混
入
し
た
雁
皮
の
総
裏
紙
が
打
た
れ
て

い
た
。
修
理
前
の
本
巻
は
、
こ
れ
ら
の
複
数
に
お
よ
ぶ
裏
打
ち
に
よ
り
厚
く
な
り
、
ま

た
し
な
や
か
さ
に
欠
け
、
深
い
折
れ
が
生
じ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
・

二
紙
の
本
紙
料
紙
と
肌
裏
紙
の
間
に
は
、
過
去
の
修
理
時
に
よ
る
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て

い
た
が
、
折
れ
伏
せ
等
の
処
置
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
2
）表
紙

修
理
前
の
表
紙
の
構
造
は
、
表
紙
裂
に
裏
打
ち
紙
が
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
地
の
端

を
折
り
返
し
た
表
紙
裂
に
金
地
金
銀
野
毛
撒
紙
の
厚
い
間
似
合
紙
が
見
返
し
と
し
て
貼

り
つ
け
ら
れ
た
構
造
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
貼
り
付
け
ら
れ
た
箇
所
は
四
辺
の
み

強
く
接
着
さ
れ
、
中
央
部
分
は
極
薄
い
糊
が
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
経
年
に
よ
り
、

中
空
の
袋
張
り
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
支
え
の
な
い
表
紙
裂
は
天
地
の
端
等
か
ら
解

れ
や
破
れ
が
生
じ
や
す
く
な
り
、
一
部
が
欠
失
し
て
い
た
。
上
記
の
方
法
は
厚
い
繻
珍

の
表
紙
裂
を
や
わ
ら
か
く
仕
上
げ
る
た
め
に
と
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
損
傷
が
拡
大

し
、
特
に
見
返
し
の
折
れ
や
皺
が
著
し
か
っ
た
。

3
　
過
去
の
修
理
に
つ
い
て

（
1
）本
紙
料
紙
に
つ
い
て

本
紙
料
紙
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
〜
三
紙
と
四
・
五
紙
で
厚
み
や
紙
質
等
が
異

な
り
、
二
種
の
本
紙
が
継
が
れ
た
構
造
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
各
料
紙
に
は
、

過
去
に
薄
く
合
い
剝
ぎ
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
製
作
当
初
は
現
在
よ
り
も
厚
い
料
紙
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
合
い
剝
ぎ
に
よ
り
、
本
紙
料
紙
に
部
分
的
に
破
れ
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
第
二

紙
の
欠
失
箇
所（
挿
図
16
・
17
）は
、
そ
の
形
状
か
ら
合
い
剝
ぎ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

虫
害
欠
失
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
修
理
中
の
薄
肌
裏
紙
除
去
後
の
透
過
光
写
真
に
よ

り
、
本
紙
料
紙
の
厚
み
の
ム
ラ
が
全
体
に
生
じ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る（
挿
図
24
・
25
）。

（
2
）補
修
紙
に
つ
い
て

本
紙
二
・
三
紙
の
欠
失
箇
所
に
は
、
裏
面
か
ら
補
修
紙
が
繕
わ
れ
て
い
た
。
補
修
紙

は
二
紙
目
の
左
端
に
四
箇
所
、
三
紙
目
の
右
端
に
三
箇
所
、
計
七
箇
所
確
認
で
き
た
。

補
修
紙
は
い
ず
れ
も
本
紙
料
紙
に
比
べ
、
艶
が
な
く
薄
い
紙
で
、
欠
失
箇
所
を
覆
う
よ

う
に
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
補
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
二
紙
、
左
上
部
に
朱
で
書
か
れ
た
「
定
家
卿
」の
内
、「
定
」
の
字
に
当
た
る
箇
所
で
、

本
紙
料
紙
が
欠
失
し
、露
出
し
た
肌
裏
紙
上
に「
定
」の
字
が
書
か
れ
て
い
た（
挿
図
26
）。

（
3
）裏
打
ち
か
ら
見
る
過
去
の
修
理

修
理
前
の
本
紙
の
天
地
部
分
、
ま
た
は
旧
軸
付
紙
の
巻
末
部
分
に
は
、
裏
打
ち
紙
の

ず
れ
が
あ
り
、
部
分
的
に
裏
打
ち
紙
が
露
出
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
た
。
修
理
中

の
調
査
か
ら
、
本
紙
料
紙
と
肌
裏
紙（
薄
肌
裏
紙
を
含
む
）は
同
じ
大
き
さ
で
断
ち
切
ら

れ
て
い
る
た
め
、
増
裏
紙
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
裏
面
で
は

総
裏
紙
と
中
裏
紙
が
ず
れ
て
お
り
、
総
裏
紙
を
打
つ
際
に
再
び
ず
れ
が
生
じ
た
と
み
ら
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六
六

の
う
ち
肌
裏
紙
・
総
裏
紙
は
本
紙
の
色
調
に
あ
わ
せ
、
天
然
染
料
の
矢
車
で
染
色
、

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
水
溶
液
で
色
素
を
定
着
さ
せ
た
後
、
使
用
す
る
。

②
軸
付
紙
を
新
調
す
る
。
新
調
す
る
軸
付
紙
は
、
本
巻
に
適
し
た
長
さ
に
変
更

し
、
紙
は
本
紙
料
紙
と
類
似
の
混
合
紙
を
選
定
す
る
。
裏
打
ち
と
同
様
、
天
然
染

料
の
矢
車
で
染
色
、
色
素
定
着
の
後
、
使
用
す
る
。

③
巻
緒
・
軸
木
・
八
双
を
新
調
す
る
。
巻
緒
は
、
旧
巻
緒
と
似
寄
り
の
茶
地
巻

緒
と
し
、
軸
木
は
杉
材
軸
木
を
新
調
す
る
。
八
双
は
、
金
属
性
の
八
双
を
変
更
し
、

八
双
竹
を
新
調
す
る
。

（
3
）裏
打
ち
・
紙
継
ぎ

修
理
前
の
本
紙
料
紙
の
各
紙
継
ぎ
は
、
す
べ
て
の
裏
打
ち
が
各
本
紙
に
施
さ
れ

た
後
に
最
終
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
協
議
の
結
果
、
修
理
前
に
倣
い
、
各
本
紙
に

す
べ
て
の
裏
打
ち
を
施
し
た
後
に
紙
継
ぎ
を
す
る
。

　
　
五
　
修
理
で
得
ら
れ
た
知
見

1
　
繊
維
組
成

本
紙
料
紙
は
、
前
半
の
第
一
・
二
・
三
紙
と
後
半
の
第
四
・
五
紙
で
は
紙
質
が
異
な

る
。
第
一
紙
お
よ
び
第
四
紙
の
本
紙
料
紙
の
紙
継
ぎ
部
分
、
第
一
紙
の
旧
肌
裏
紙
と
旧

総
裏
紙
か
ら
極
微
量
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
後
、
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
、
繊
維
組
成
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
知
見
が
得
ら
れ
た
。

本
紙
料
紙
の
う
ち
第
一
紙
は
、
雁
皮
繊
維
と
楮
繊
維
の
混
合
紙
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た（
挿
図
20
）。
そ
の
割
合
は
一
対
二
で
あ
り
、
楮
繊
維
は
二
㎜
程
度
の
縦
繊
維
で

平
均
し
て
い
た
。
ま
た
第
四
紙
も
雁
皮
と
楮
の
混
合
紙
で
あ
っ
た（
挿
図
21
）が
、
雁
皮

繊
維
の
含
有
率
は
一
割
程
度
で
、
第
一
紙
と
は
雁
皮
と
楮
の
混
合
比
が
異
な
る
。
ま

た
、
肌
裏
紙（
挿
図
22
）と
総
裏
紙（
挿
図
23
）は
い
ず
れ
も
雁
皮
だ
っ
た
が
、
総
裏
紙
に

は
土
成
分
の
添
料
が
確
認
さ
れ
た
。

修
理
前
、
本
紙
料
紙
は
過
去
の
修
理
時
に
表
裏
二
枚
に
合
い
剝
ぎ
に
さ
れ
、
そ
れ
が

裏
打
ち
後
再
び
貼
り
戻
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、
本
紙
料
紙
と
裏
打

挿図20　本紙料紙　第一紙　繊維顕微鏡写真挿図21　本紙料紙　第四紙　繊維顕微鏡写真

挿図23　旧総裏紙（第一紙）　繊維顕微鏡写真 挿図22　旧肌裏紙（第一紙）　繊維顕微鏡写真
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六
九

の
裏
打
ち
紙
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

工
程
と
し
て
は
、
作
品
の
紙
継
を
解
体
後
、
総
裏
紙
を
捲
り
取
り
、
本
紙
料
紙
と
元

使
い
さ
れ
た
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
に
竹
紙
で
増
裏
紙
が
打
た
れ
た
。
そ
の
後
、
中
裏
紙

で
裏
打
ち
さ
れ
た
総
裏
紙
が
打
た
れ
、
天
地
が
裁
ち
切
ら
れ
た
後
に
表
紙
お
よ
び
軸
を

取
り
付
け
る
。
つ
ま
り
、
二
回
目
の
修
理
は
、
総
裏
紙
を
捲
り
取
り
、
補
強
の
た
め
に

間
に
裏
打
ち
紙
を
挟
む
よ
う
に
打
っ
た
修
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
修
理
後
は
層
が

厚
く
な
り
、
し
な
や
か
さ
が
失
わ
れ
た
状
態
で
細
軸
に
巻
か
れ
た
た
め
に
、
折
れ
・
皺

等
の
損
傷
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
巻
は
、
少
な
く
と
も
過
去
に
二
回
の
解
体
修
理
の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
れ

ら
の
修
理
の
時
期
や
、
表
紙
の
取
り
付
け
ら
れ
た
時
期
、
製
作
当
初
の
本
紙
や
装
丁
の

状
態
に
つ
い
て
は
、
解
体
修
理
か
ら
だ
け
で
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ

が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
文
政
十
一
年
の
古
筆
了
意
の
折
紙
と
内
箱
の
箱
書
か
ら
、
こ

の
頃
に
修
理
が
一
度
行
わ
れ
、
お
そ
ら
く
収
納
箱
の
状
況
か
ら
み
て
今
回
の
修
理
ま

で
、
修
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
伝
存
し
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
一
年
時
の

修
理
が
二
回
目
の
修
理
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
。

（
4
）料
紙
装
飾
に
つ
い
て

本
紙
料
紙
と
総
裏
紙
に
金
砂
子
や
野
毛
等
の
装
飾
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
装
飾

は
当
初
か
ら
で
は
な
く
、
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

①
第
四
・
五
紙
の
金
砂
子

本
紙
料
紙
は
全
紙
に
薄
く
雲
母
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
四
・
五
紙
・
軸
付
紙
に
金
砂
子

が
撒
か
れ
て
い
る
。
雲
母
は
引
か
れ
た
時
期
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
金
砂
子
は
墨

字
の
上
に
も
散
っ
て
い
る（
挿
図
27
）こ
と
か
ら
、
墨
書
し
た
後
、
金
砂
子
が
撒
か
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
今
回
の
修
理
で
紙
継
を
外
し
た
と
こ
ろ
、
紙
継
部
分
に
も
金

砂
子
が
撒
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た（
挿
図
28
）。
こ
れ
は
、
紙
継
が
外
さ
れ
た

状
態
で
金
砂
子
が
撒
か
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
特
に
挿
図
28
で
は
、
墨
字
が
紙
継
を
ま

た
ぎ
、
途
中
で
文
字
が
切
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
金
砂
子
が
紙
継
部
分
に
確
認
で

き
る
こ
と
か
ら
、
紙
継
が
外
さ
れ
た
過
去
の
修
理
時
に
金
砂
子
が
撒
か
れ
た
と
推
察
さ

れ
る
。

②
総
裏
紙
の
装
飾

修
理
前
の
総
裏
紙
に
は
、
金
銀
砂
子
野
毛
が
撒
か
れ
、
部
分
的
に
金
泥
で
草
花
が
描

か
れ
た
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
修
理
で
紙
継
を
外
し
た
と
こ
ろ
、

紙
継
部
分
に
も
同
様
の
金
銀
砂
子
が
確
認
で
き
た（
挿
図
29
）こ
と
か
ら
、
本
紙
料
紙
と

挿図27　修理前　第四紙右下部
挿図27　墨字の上に撒かれた金砂子

挿図29　修理中　紙継ぎ取り外し後
挿図29　第三紙裏面右端　紙継ぎ部分

挿図28　修理中
挿図28　紙継ぎ取り外し後
挿図28　第五紙右端　
挿図28　紙継ぎ部分
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図
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六
八

れ
る
。

本
紙
料
紙
は
図
様
の
状
態
や
装
丁
構
造
か
ら
、
天
地
部
分
が
装
丁
時
に
裁
ち
切
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
通
常
の
装
丁
で
は
裏
打
ち
に
ず
れ
が
生
じ
、
露
出
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
修
理
前
の
装
丁
は
肌
裏
打
ち
が
行
わ
れ
た
後
に
、
天

地
が
裁
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
増
裏
・
中
裏
が
打
た
れ
、
す
で
に
天
地
が
裁
ち
切
ら
れ
た

総
裏
が
打
た
れ
た
後
に
、
再
び
天
地
が
裁
ち
切
ら
れ
た
と
い
う
不
自
然
な
構
造
に
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
巻
は
修
理
前
に
少
な
く
と
も
二
回
以
上
の
大
が
か
り
な
解
体

修
理
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
上
記
を
踏
ま
え
、
過
去
二
回
の
修
理
方
針
が
以
下

の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

ま
ず
、
一
回
目
は
本
紙
料
紙
の
破
れ
等
の
損
傷
が
生
じ
た
た
め
に
修
理
が
施
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
す
べ
て
の
紙
継
が
外
さ
れ
た
後
に
、
本
紙
料
紙
が
薄
く

合
い
剝
ぎ
に
さ
れ
、
補
修
紙
が
施
さ
れ
、
薄
肌
裏
紙
と
肌
裏
紙
が
打
た
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
に
修
理
前
の
総
裏
紙
が
打
た
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
少
な
く
と
も
三
層
以
上
の
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
、
天
地
が
裁
ち
き
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
二
紙
目
左
上
部
に
み
ら
れ
た
「
定
」
の
字

の
補
筆
は
、
薄
肌
裏
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
修
理
以
降
に
書
き
加
え
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
二
回
目
の
修
理
で
は
、
何
ら
か
の
損
傷
理
由
で
修
理
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、

修
理
前
の
本
巻
は
、
こ
の
二
回
目
の
修
理
時
の
装
丁
で
伝
世
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
修

理
前
の
本
紙
料
紙
と
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
は
ま
っ
た
く
同
じ
大
き
さ
で
裁
ち
切
ら
れ
て

お
り
、
捲
り
取
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
回
目
の
修
理
で
は
、
一
回

目
の
修
理
時
の
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
を
外
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
可
能
性
が
高

い
。
一
回
目
の
修
理
時
に
打
た
れ
た
総
裏
紙
は
一
度
捲
り
取
り
、
補
強
の
た
め
に
楮
紙

で
裏
打
ち
し
元
使
い
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
修
理
前
の
中
裏
紙
は
、
総
裏
紙

挿図24　修理中　薄肌裏紙除去後　第一紙裏面全図　透過光写真

挿図25　修理中　薄肌裏紙除去後　第二紙裏面全図　透過光写真

挿図26　修理前　第二紙左上部「定」の字
挿図26　の補筆
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六
九

の
裏
打
ち
紙
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

工
程
と
し
て
は
、
作
品
の
紙
継
を
解
体
後
、
総
裏
紙
を
捲
り
取
り
、
本
紙
料
紙
と
元

使
い
さ
れ
た
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
に
竹
紙
で
増
裏
紙
が
打
た
れ
た
。
そ
の
後
、
中
裏
紙

で
裏
打
ち
さ
れ
た
総
裏
紙
が
打
た
れ
、
天
地
が
裁
ち
切
ら
れ
た
後
に
表
紙
お
よ
び
軸
を

取
り
付
け
る
。
つ
ま
り
、
二
回
目
の
修
理
は
、
総
裏
紙
を
捲
り
取
り
、
補
強
の
た
め
に

間
に
裏
打
ち
紙
を
挟
む
よ
う
に
打
っ
た
修
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
修
理
後
は
層
が

厚
く
な
り
、
し
な
や
か
さ
が
失
わ
れ
た
状
態
で
細
軸
に
巻
か
れ
た
た
め
に
、
折
れ
・
皺

等
の
損
傷
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
巻
は
、
少
な
く
と
も
過
去
に
二
回
の
解
体
修
理
の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
れ

ら
の
修
理
の
時
期
や
、
表
紙
の
取
り
付
け
ら
れ
た
時
期
、
製
作
当
初
の
本
紙
や
装
丁
の

状
態
に
つ
い
て
は
、
解
体
修
理
か
ら
だ
け
で
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ

が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
文
政
十
一
年
の
古
筆
了
意
の
折
紙
と
内
箱
の
箱
書
か
ら
、
こ

の
頃
に
修
理
が
一
度
行
わ
れ
、
お
そ
ら
く
収
納
箱
の
状
況
か
ら
み
て
今
回
の
修
理
ま

で
、
修
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
伝
存
し
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
一
年
時
の

修
理
が
二
回
目
の
修
理
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
。

（
4
）料
紙
装
飾
に
つ
い
て

本
紙
料
紙
と
総
裏
紙
に
金
砂
子
や
野
毛
等
の
装
飾
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
装
飾

は
当
初
か
ら
で
は
な
く
、
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

①
第
四
・
五
紙
の
金
砂
子

本
紙
料
紙
は
全
紙
に
薄
く
雲
母
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
四
・
五
紙
・
軸
付
紙
に
金
砂
子

が
撒
か
れ
て
い
る
。
雲
母
は
引
か
れ
た
時
期
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
金
砂
子
は
墨

字
の
上
に
も
散
っ
て
い
る（
挿
図
27
）こ
と
か
ら
、
墨
書
し
た
後
、
金
砂
子
が
撒
か
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
今
回
の
修
理
で
紙
継
を
外
し
た
と
こ
ろ
、
紙
継
部
分
に
も
金

砂
子
が
撒
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た（
挿
図
28
）。
こ
れ
は
、
紙
継
が
外
さ
れ
た

状
態
で
金
砂
子
が
撒
か
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
特
に
挿
図
28
で
は
、
墨
字
が
紙
継
を
ま

た
ぎ
、
途
中
で
文
字
が
切
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
金
砂
子
が
紙
継
部
分
に
確
認
で

き
る
こ
と
か
ら
、
紙
継
が
外
さ
れ
た
過
去
の
修
理
時
に
金
砂
子
が
撒
か
れ
た
と
推
察
さ

れ
る
。

②
総
裏
紙
の
装
飾

修
理
前
の
総
裏
紙
に
は
、
金
銀
砂
子
野
毛
が
撒
か
れ
、
部
分
的
に
金
泥
で
草
花
が
描

か
れ
た
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
修
理
で
紙
継
を
外
し
た
と
こ
ろ
、

紙
継
部
分
に
も
同
様
の
金
銀
砂
子
が
確
認
で
き
た（
挿
図
29
）こ
と
か
ら
、
本
紙
料
紙
と

挿図27　修理前　第四紙右下部
挿図27　墨字の上に撒かれた金砂子

挿図29　修理中　紙継ぎ取り外し後
挿図29　第三紙裏面右端　紙継ぎ部分

挿図28　修理中
挿図28　紙継ぎ取り外し後
挿図28　第五紙右端　
挿図28　紙継ぎ部分
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六
八

れ
る
。

本
紙
料
紙
は
図
様
の
状
態
や
装
丁
構
造
か
ら
、
天
地
部
分
が
装
丁
時
に
裁
ち
切
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
通
常
の
装
丁
で
は
裏
打
ち
に
ず
れ
が
生
じ
、
露
出
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
修
理
前
の
装
丁
は
肌
裏
打
ち
が
行
わ
れ
た
後
に
、
天

地
が
裁
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
増
裏
・
中
裏
が
打
た
れ
、
す
で
に
天
地
が
裁
ち
切
ら
れ
た

総
裏
が
打
た
れ
た
後
に
、
再
び
天
地
が
裁
ち
切
ら
れ
た
と
い
う
不
自
然
な
構
造
に
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
巻
は
修
理
前
に
少
な
く
と
も
二
回
以
上
の
大
が
か
り
な
解
体

修
理
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
上
記
を
踏
ま
え
、
過
去
二
回
の
修
理
方
針
が
以
下

の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

ま
ず
、
一
回
目
は
本
紙
料
紙
の
破
れ
等
の
損
傷
が
生
じ
た
た
め
に
修
理
が
施
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
す
べ
て
の
紙
継
が
外
さ
れ
た
後
に
、
本
紙
料
紙
が
薄
く

合
い
剝
ぎ
に
さ
れ
、
補
修
紙
が
施
さ
れ
、
薄
肌
裏
紙
と
肌
裏
紙
が
打
た
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
に
修
理
前
の
総
裏
紙
が
打
た
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
少
な
く
と
も
三
層
以
上
の
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
、
天
地
が
裁
ち
き
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
二
紙
目
左
上
部
に
み
ら
れ
た
「
定
」
の
字

の
補
筆
は
、
薄
肌
裏
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
修
理
以
降
に
書
き
加
え
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
二
回
目
の
修
理
で
は
、
何
ら
か
の
損
傷
理
由
で
修
理
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、

修
理
前
の
本
巻
は
、
こ
の
二
回
目
の
修
理
時
の
装
丁
で
伝
世
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
修

理
前
の
本
紙
料
紙
と
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
は
ま
っ
た
く
同
じ
大
き
さ
で
裁
ち
切
ら
れ
て

お
り
、
捲
り
取
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
回
目
の
修
理
で
は
、
一
回

目
の
修
理
時
の
薄
肌
裏
紙
・
肌
裏
紙
を
外
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
可
能
性
が
高

い
。
一
回
目
の
修
理
時
に
打
た
れ
た
総
裏
紙
は
一
度
捲
り
取
り
、
補
強
の
た
め
に
楮
紙

で
裏
打
ち
し
元
使
い
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
修
理
前
の
中
裏
紙
は
、
総
裏
紙

挿図24　修理中　薄肌裏紙除去後　第一紙裏面全図　透過光写真

挿図25　修理中　薄肌裏紙除去後　第二紙裏面全図　透過光写真

挿図26　修理前　第二紙左上部「定」の字
挿図26　の補筆



「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

七
一

発
行
）。

（
3
）　
佐
多
芳
彦
「「
中
殿
御
会
図
」
の
諸
本
と
伝
存
関
連
資
料
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
〇
六
号

　
　

東
京
国
立
博
物
館

　
平
成
五
年
五
月
一
日
発
行
）。

（
4
）　
宮
次
男
「
中
殿
御
会
図
に
つ
い
て
」（『
新
修 

日
本
絵
巻
物
全
集

　
第
26
巻

　
天
子
摂
関
御

影 

公
家
列
影
図 

中
殿
御
会
図 

随
身
庭
騎
絵
巻
』　
角
川
書
店

　
昭
和
五
十
三
年
九
月
三
十
日

発
行
）。

（
5
）　
小
松
茂
美
「『
中
殿
御
会
図
』
の
伝
存
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
　
十
八
　
随
身
庭
騎
絵
巻 

中
殿
御
会
図 

公
家
列
影
図 

天
子
摂
関
御
影
』　
中
央
公
論
社
　
昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十
日

発
行
）。

（
6
）　
註（
4
）前
掲
論
文
参
照
。

（
7
）　
註（
2
）前
掲
論
文
参
照
。

（
8
）　
註（
1
）前
掲
書 

四
辻
秀
紀 

作
品
解
説
。

（
9
）　
註（
4
）前
掲
論
文
参
照
。
な
お
、
左
記
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

「
住
吉
家
鑑
定
控
　
三（
公
刊
）」（『
美
術
研
究
』
第
四
十
号
　
美
術
研
究
所
　
昭
和
十
年
四
月

二
十
八
日
）。

（
美
術
館

　
學
藝
員
）

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

七
〇

註（
1
）　
徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
名
品
集
二

　
絵
巻
』　
徳
川
美
術
館

　
平
成
五
年
四
月
十

日
発
行
。

（
2
）　
赤
羽
淑
「
建
保
六
年
の
中
殿
御
会
」（『
新
修 

日
本
絵
巻
物
全
集

　
第
26
巻

　
天
子
摂
関
御

影 

公
家
列
影
図 
中
殿
御
会
図 

随
身
庭
騎
絵
巻
』　
角
川
書
店

　
昭
和
五
十
三
年
九
月
三
十
日

同
様
、
紙
継
が
外
さ
れ
た
状
態
で
加
飾
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
総
裏
紙
が
打
た

れ
た
後
に
加
飾
さ
れ
た
か
、
あ
ら
か
じ
め
装
飾
さ
れ
た
紙
を
使
用
し
て
総
裏
紙
が
打
た

れ
た
か
に
つ
い
て
は
確
証
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
総
裏
紙
が
本
紙
料
紙
と
同

じ
大
き
さ
で
打
た
れ
て
い
る
こ
と
や
、
総
裏
紙
が
打
た
れ
た
後
に
紙
継
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
本
紙
料
紙
が
継
が
れ
る
前
に
総
裏
紙
が
加
飾
さ
れ
、
そ
の
後
継
が
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
二
回
の
修
理
の
内
、
二
回
目
で
は
総
裏
紙
を
補
強
し
再
使
用

し
て
い
る
点
か
ら
、
一
回
目
に
総
裏
紙
が
打
た
れ
た
後（
も
し
く
は
打
た
れ
る
前
）に
加
飾

が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
二
回
目
で
は
、
総
裏
紙
に
加
飾
が
あ
っ
た
た

め
に
補
強
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
本
紙
お
よ
び
総
裏
紙
に
み
ら
れ
る
金
銀
の
加
飾
は
、
製
作
当
初
で
は
な
く
、

過
去
の
修
理
時
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
特
に
総
裏
紙
の
金

銀
砂
子
野
毛
は
華
美
で
装
飾
性
も
高
い
が
、
銀
砂
子
は
本
紙
の
表
面
に
付
着
し
て
汚
損

の
原
因
に
な
っ
て
い
た
。
今
後
も
汚
損
が
進
行
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
今
回

の
修
理
で
は
除
去
し
て
別
保
存
と
し
、
総
裏
紙
を
新
調
し
た
。

　
　
お
　
わ
　
り
　
に

本
巻
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
二
年
十
一
月
の
「
雅
び
の
原
点
│
宮
廷
文
化
と
伝
統

│
」
展
、
平
成
五
年
四
月
の
「
大
和
絵
│
館
蔵
の
絵
巻
を
中
心
に
│
」
展
な
ど

の
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
、
ま
た
「
池
月
久
明
」
の
歌
題
か
ら
、
し
ば
し
ば
九
月
の
常
設

展
を
飾
る
作
品
と
し
て
も
展
示
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
本
巻
の
表
紙
裂
は
中
国
・
明
時
代
の
繻
珍
で
、
名
物
裂
と
し
て
も
鑑
賞
の
対

象
と
さ
れ
て
き
た
。
平
成
四
年
一
月
の
「
名
物
裂
」
展
に
表
紙
裂
を
対
象
と
し
て
展
示

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
修
理
後
に
は
平
成
二
十
四
年
九
月
の
「
世
界
の
テ
キ
ス
タ
イ

ル
」
展
で
も
展
示
さ
れ
た
。

中
世
大
和
絵
と
染
織
と
い
う
両
様
の
観
点
か
ら
展
示
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
展

示
方
法
は
本
紙
を
見
せ
る
場
合
と
裏
返
し
て
表
紙
裂
を
見
せ
る
場
合
と
で
は
大
き
く
異

な
る
。
展
示
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
表
紙
は
元
使
い
と
せ
ず
、
取
り
外
し
て
別
途

保
存
し
た
方
が
簡
便
か
つ
安
全
で
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
・
見
返
し
と
も
に
新
調
す
れ

ば
、
修
理
作
業
は
よ
り
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
品
は
本
紙

の
み
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
表
具
も
含
め
て
ひ
と
つ
の
作
品
で
あ
る
。
表
具
に

は
、
製
作
者
あ
る
い
は
伝
来
の
過
程
で
修
理
さ
れ
た
際
の
所
蔵
者
を
含
め
、
当
時
の
時

代
背
景
や
美
意
識
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
作
品
の
製
作
状
況
あ
る
い
は
伝
来
を
読

み
解
く
上
で
も
重
要
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
表
紙
裂
・
見
返
し
を
元
使
い
し

た
こ
と
に
よ
り
、
作
品
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
歴
史
を
失
う
こ
と
な
く
、
今
後
も
よ
り
幅

広
い
展
示
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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で
は
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が
、
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川
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術
館
の
活
動
に
ご
理
解
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た
だ
き
、
ご
寄
附
く
だ
さ
っ

た
ご
有
志
の
方
々
、
そ
し
て
長
期
間
に
及
ぶ
修
理
施
工
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
墨
仙
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